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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告すること
と、
　　２つ以上のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する２つ以上のノードについての
マルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うための構成を受信することと、ここにお
いて、前記２つ以上のノードの各々が、前記２つ以上のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属
する、
　　前記ＵＥにより、前記２つ以上のノードのうちの少なくとも２つのノードに少なくと
も２つの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を送信することと、ここにおいて
、前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨの各々は、前記少なくとも２つのノードのうちの対応
するノード用に生成される、
　を備え、前記少なくとも２つのノードは、ブースタまたはセカンダリノードを含み、
　前記方法は、さらに、前記ＵＥにより、前記ブースタまたはセカンダリノードに電力ヘ
ッドルーム報告を送信することを備え、ここで、前記電力ヘッドルーム報告は、前記ブー
スタまたはセカンダリノードについての前記ＵＥの最大許容送信電力から、前記ブースタ
またはセカンダリノードに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と、前記
ブースタまたはセカンダリノードに対するＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力
とを引いたものを含む、
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　方法。
【請求項２】
　ワイヤレス通信のために構成されたユーザ機器（ＵＥ）であって、
　　前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告するための手段と、
　　２つ以上のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する２つ以上のノードについての
マルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うための構成を受信するための手段と、こ
こにおいて、前記２つ以上のノードの各々が、前記２つ以上のＴＡＧのうちの別々のＴＡ
Ｇに属する、
　　前記ＵＥにより、前記２つ以上のノードのうちの少なくとも２つのノードに少なくと
も２つの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を送信するための手段と、ここに
おいて、前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨの各々は、前記少なくとも２つのノードのうち
の対応するノード用に生成される、
　を備え、前記少なくとも２つのノードは、ブースタまたはセカンダリノードを含み、
　前記ＵＥは、さらに、前記ブースタまたはセカンダリノードに電力ヘッドルーム報告を
送信するための手段を備え、ここで、前記電力ヘッドルーム報告は、前記ブースタまたは
セカンダリノードについての前記ＵＥの最大許容送信電力から、前記ブースタまたはセカ
ンダリノードに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と、前記ブースタま
たはセカンダリノードに対するＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いた
ものを含む、
　ＵＥ。
【請求項３】
　プログラムコードを記録したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムコー
ドが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のマルチプルアップリンク能力を報告することを前記ＵＥに行わ
せるためのプログラムコードと、
　　２つ以上のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する２つ以上のノードについての
マルチフローアップリンク送信を行うことを前記ＵＥに行わせるためのプログラムコード
と、ここにおいて、前記２つ以上のノードの各々が、前記２つ以上のＴＡＧのうちの別々
のＴＡＧに属する、
　　前記２つ以上のノードのうちの少なくとも２つのノードに少なくとも２つの物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を送信することを前記ＵＥに行わせるためのプログ
ラムコードと、ここにおいて、前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨの各々は、前記少なくと
も２つのノードのうちの対応するノード用に生成される、
　を含み、前記少なくとも２つのノードは、ブースタまたはセカンダリノードを含み、
　前記プログラムコードは、さらに、前記ブースタまたはセカンダリノードに電力ヘッド
ルーム報告を送信することを前記ＵＥに行わせるためのプログラムコードを含み、ここで
、前記電力ヘッドルーム報告は、前記ブースタまたはセカンダリノードについての前記Ｕ
Ｅの最大許容送信電力から、前記ブースタまたはセカンダリノードに対するＰＵＣＣＨ送
信に割り振られた第１の送信電力と、前記ブースタまたはセカンダリノードに対するＰＵ
ＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたものを含む、
　コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４】
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記装置により、前記装置のマルチプルアップリンク能力を報告することと、
　　２つ以上のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する２つ以上のノードについての
マルチフローアップリンク送信を前記装置が行うための構成を受信することと、ここにお
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いて、前記２つ以上のノードの各々が、前記２つ以上のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属
する、
　　前記装置により、前記２つ以上のノードのうちの少なくとも２つのノードに少なくと
も２つの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を送信することと
　を行うように構成され、ここにおいて、前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨの各々は、前
記少なくとも２つのノードのうちの対応するノード用に生成され、前記少なくとも２つの
ノードは、ブースタまたはセカンダリノードを含み、
　前記プロセッサは、さらに、前記装置により、前記ブースタまたはセカンダリノードに
電力ヘッドルーム報告を送信することを備え、ここで、前記電力ヘッドルーム報告は、前
記ブースタまたはセカンダリノードについての前記装置の最大許容送信電力から、前記ブ
ースタまたはセカンダリノードに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と
、前記ブースタまたはセカンダリノードに対するＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送
信電力とを引いたものを含む、
　装置。
【請求項５】
　前記２つ以上のノードのうちの前記少なくとも２つのノードのうちの少なくとも１つの
ノードは、セカンダリセルである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記２つ以上のノードのうちの前記少なくとも２つのノードのうちの少なくとも１つの
ノードは、セカンダリセルである、請求項２に記載のユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項７】
　前記２つ以上のノードのうちの前記少なくとも２つのノードのうちの少なくとも１つの
ノードは、セカンダリセルである、請求項３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８】
　前記２つ以上のノードのうちの前記少なくとも２つのノードのうちの少なくとも１つの
ノードは、セカンダリセルである、請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＵＥの前記マルチプルアップリンク能力は、異なる送信周波数に同時に調整する前
記ＵＥの能力に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥは、前記ブースタまたはセカンダリノードから受信される送信電力制御コマン
ドにしたがって前記ブースタまたはセカンダリノードへのＰＵＣＣＨ送信を行う、請求項
１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信す
るのに十分ではないと決定することに応答して、アンカーノードを対象とするＰＵＣＣＨ
送信に優先順位を付けることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信す
るのに十分ではないと決定することに応答して、ＰＵＣＣＨ送信にわたって送信電力をス
ケール変更することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥの前記マルチプルアップリンク能力は、異なる送信周波数に同時に調整する前
記ＵＥの能力に対応する、請求項２に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記ＵＥは、前記ブースタまたはセカンダリノードから受信される送信電力制御コマン
ドにしたがって前記ブースタまたはセカンダリノードへのＰＵＣＣＨ送信を行う、請求項
２に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信す
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るのに十分ではないと決定することに応答して、アンカーノードを対象とするＰＵＣＣＨ
送信に優先順位を付けるための手段をさらに備える、請求項２に記載のＵＥ。
【請求項１６】
　前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信す
るのに十分ではないと決定することに応答して、ＰＵＣＣＨ送信にわたって送信電力をス
ケール変更するための手段をさらに備える、請求項２に記載のＵＥ。
【請求項１７】
　前記ＵＥの前記マルチプルアップリンク能力は、異なる送信周波数に同時に調整する前
記ＵＥの能力に対応する、請求項３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記プログラムコードは、前記ブースタまたはセカンダリノードから受信される送信電
力制御コマンドにしたがって前記ブースタまたはセカンダリノードへのＰＵＣＣＨ送信を
行うためのプログラムコードをさらに含む、請求項３に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項１９】
　前記プログラムコードは、前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣ
ＣＨ送信のすべてを送信するのに十分ではないと決定することに応答して、アンカーノー
ドを対象とするＰＵＣＣＨ送信に優先順位を付けるためのプログラムコードをさらに含む
、請求項３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記プログラムコードは、前記ＵＥの最大利用可能電力が前記少なくとも２つのＰＵＣ
ＣＨ送信のすべてを送信するのに十分ではないと決定することに応答して、ＰＵＣＣＨ送
信にわたって送信電力をスケール変更するためのプログラムコードをさらに含む、請求項
３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記装置の前記マルチプルアップリンク能力は、異なる送信周波数に同時に調整する前
記装置の能力に対応する、請求項４に記載の装置。
【請求項２２】
　前記装置は、前記ブースタまたはセカンダリノードから受信される送信電力制御コマン
ドにしたがって前記ブースタまたはセカンダリノードへのＰＵＣＣＨ送信を行う、請求項
４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記装置の最大利用可能電力が前記少なくとも２
つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信するのに十分ではないと決定することに応答して、ア
ンカーノードを対象とするＰＵＣＣＨ送信に優先順位を付けるようにさらに構成される、
請求項４に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記装置の最大利用可能電力が前記少なくとも２
つのＰＵＣＣＨ送信のすべてを送信するのに十分ではないと決定することに応答して、Ｐ
ＵＣＣＨ送信にわたって送信電力をスケール変更するようにさらに構成される、請求項４
に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年１
１月１２日に出願された「UPLINK CONTROL AND DATA TRANSMISSION IN MULTIFLOW-ENABLE
D NETWORKS」と題する米国仮特許出願第６１／７２５，３６８号、および２０１２年１１
月１２日に出願された「UPLINK TRANSMISSION FOR CARRIER AGGREGATION VIA MULTIPLE N
ODES」と題する米国仮特許出願第６１／７２５，３９９号の利益を主張する。
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【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、マル
チフロー対応ネットワーク内のアップリンク制御およびデータ送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よってマルチプルなユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る
。そのようなネットワークは、通常、多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワ
ークリソースを共有することによってマルチプルなユーザのための通信をサポートする。
そのようなネットワークの一例は、ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴ
ＲＡＮ）である。ＵＴＲＡＮは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）に
よってサポートされる第３世代（３Ｇ）モバイルフォン技術である、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部として定義された無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ）である。多元接続ネットワークフォーマットの例には、符号分割多
元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およ
びシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークが含まれる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、複数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
ートすることができる、複数の基地局またはノードＢを含む場合がある。ＵＥは、ダウン
リンクおよびアップリンクを介して基地局と通信することができる。ダウンリンク（また
は順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向
リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータと制御情報とを送信することができ、
かつ／またはＵＥからアップリンク上でデータと制御情報とを受信することができる。ダ
ウンリンク上では、基地局からの送信は、近隣基地局からの送信による干渉、または他の
ワイヤレス無線周波数（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇する場合がある。アッ
プリンク上では、ＵＥからの送信は、近隣基地局と通信する他のＵＥのアップリンク送信
からの干渉、または他のワイヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇する場合がある。この干
渉は、ダウンリンクとアップリンクの両方でパフォーマンスを劣化させる可能性がある。
【０００６】
　[0006]モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、干渉お
よび輻輳ネットワークの可能性は、より多くのＵＥが長距離ワイヤレス通信ネットワーク
にアクセスし、かつより多くの短距離ワイヤレスシステムがコミュニティにおいて展開さ
れるようになるとともに増大する。モバイルブロードバンドアクセスに対する増大する需
要を満たすためだけでなく、モバイル通信のユーザ体験を進化および向上させるためにも
、ＵＭＴＳ技術を進化させる研究および開発が続けられている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示の様々な態様は、方法、装置、様々なアクションと特徴とをコンピュータ
に実行させるプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読媒体、および本明細書に
記載されるアクションと機能とを実行するように構成されたプロセッサとメモリとを含む
装置に関する。これらの方法、装置、および媒体の各々は、本明細書に記載され、添付の
図の中で示される様々な態様と特徴とを具現化することができる。そのような例は、本明
細書に記載される概念および要素の非限定的な実装形態のみを提供する。
【０００８】
　[0008]本開示の様々な態様は、ＵＥにおいて、ＵＥと通信するセカンダリセルについて
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の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信をコンパイル（compiling）するこ
とと、セカンダリセルから送信電力制御コマンドを受信することであって、送信電力制御
はダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、受信することと、送信電力制御コマ
ンドに従ってセカンダリセルにＰＵＣＣＨを送信することとに関する。
【０００９】
　[0009]本開示のさらなる態様は、ＵＥにおいて、２つ以上のセルに対するマルチフロー
アップリンク送信のために複数のＰＵＣＣＨ送信と１つまたは複数の物理アップリンク共
有チャネル（ＰＵＳＣＨ）送信とを準備することと、ＵＥにおいて、ＵＥが電力制限され
ていると決定することと、複数のＰＵＣＣＨ送信にわたるＵＥの電力割振りに優先順位を
付けることと、１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信にわたるＵＥの電力割振りに優先順位を
付けることとに関する。
【００１０】
　[0010]本開示のさらなる態様は、ＵＥにより、ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報
告することと、１つまたは複数のセルが属するタイミング調整グループ（ＴＡＧ）にかか
わらず、ＵＥが１つまたは複数のセルについてのマルチフローアップリンク送信を行うた
めの構成を受信することとに関する。
【００１１】
　[0011]本開示のさらなる態様は、ＵＥにより、ＵＥのシングルアップリンク能力を報告
することと、ＵＥにおいて、同じＴＡＧに属する１つまたは複数のセルの各々に応答した
ときのみ、ＵＥが１つまたは複数のセルについてのマルチフローアップリンク送信を行う
ための構成を受信することとに関する。
【００１２】
　[0012]本開示のさらなる態様は、マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）がマルチフロー内の複数のセルのために構成されてい
ると決定することと、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能力を有していると決
定することと、複数のセルの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識別することと、ＳＲ
Ｓの衝突が検出されたサブフレーム内のセルＩＤにしたがってＳＲＳの送信に優先順位を
付けることとに関する。
【００１３】
　[0013]本開示のさらなる態様は、マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
セカンダリセルについての電力ヘッドルーム報告を準備することであって、電力ヘッドル
ーム報告は、セカンダリセルに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力とＰ
ＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたそのセルのためのＵＥの最大許容
送信電力を含む、準備することと、セカンダリセルに電力ヘッドルーム報告を送信するこ
ととに関する。
【００１４】
　[0014]本開示のさらなる態様は、マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
プライマリセルおよびセカンダリセルについての電力ヘッドルーム報告を準備することで
あって、電力ヘッドルーム報告は、１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第１
の送信電力を引いた対応するセルのためのＵＥの最大許容送信電力を含む、準備すること
と、プライマリセルおよびセカンダリセルに電力ヘッドルーム報告を送信することとに関
する。
【００１５】
　[0015]本開示のさらなる態様は、セカンダリセルにおいて、マルチフロー動作のために
構成されたサービスされるＵＥから電力ヘッドルーム報告を受信することであって、電力
ヘッドルーム報告は、セカンダリセルに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信
電力とＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大許容送信電力
を含む、受信することと、セカンダリセルにおいて、電力ヘッドルーム報告に基づいてサ
ービスされるＵＥとの通信をスケジュールすることとに関する。
【００１６】
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　[0016]本開示のさらなる態様は、セカンダリセルにおいて、マルチフロー動作のために
構成されたサービスされるＵＥから電力ヘッドルーム報告を受信することであって、電力
ヘッドルーム報告は、１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力を
引いたＵＥの最大許容送信電力を含む、受信することと、セカンダリセルにおいて、電力
ヘッドルーム報告に基づいてサービスされるＵＥとの通信をスケジュールすることとに関
する。
【００１７】
　[0017]本開示のさらなる態様は、マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
１つまたは複数のセカンダリセルについての不連続受信（ＤＲＸ）サブフレームのセカン
ダリセットのための構成を受信することであって、１つまたは複数のセカンダリセルにつ
いてのセカンダリセットは、プライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットに
関係する、受信することと、ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームのセカンダリセットにした
がってＵＥの１つまたは複数の無線をチューンアウェイすることとに関する。
【００１８】
　[0018]本開示の追加の態様では、マルチアップリンク対応のＵＥによるワイヤレス通信
の方法は、ＵＥにおいて、複数のＣＣを介してＵＥとマルチフロー通信する複数のノード
向けの複数のアップリンク制御チャネル送信を準備することであって、複数のノードは、
ＵＥと通信するためのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を有する第１のノードと、ＵＥと通
信するためのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有する第２のノードとを備え、複数のアッ
プリンク制御チャネル送信の各々は、対応するノードに関連付けられた複数のＣＣのうち
の１つのＣＣ上の複数のノードのうちの対応するノードのために構成される、準備するこ
とと、複数のノードのＳＣｅｌｌ上で送信電力制御コマンドを受信することであって、送
信電力制御は、第２のノードからのダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、受
信することと、送信電力制御コマンドに従って第２のノードに複数のアップリンク制御チ
ャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信することとを含む。
【００１９】
　[0019]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥにおいて、コロケート
されていない２つ以上のノードに対するマルチフローアップリンク送信のために複数のア
ップリンク制御チャネル送信と１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信とを準備
することと、ＵＥにおいて、ＵＥが電力制限されていると決定することと、複数のアップ
リンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が、１つまたは複数のアップリンク共有チ
ャネル送信にわたる電力割振りの適用よりも優先される優先順位付けに従って、ＵＥの電
力割振りを適用することとを含む。
【００２０】
　[0020]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥにより、ＵＥのマルチ
プルアップリンク能力を報告することと、１つまたは複数のＴＡＧに属する１つまたは複
数のコロケートされていないノード向けのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行うた
めの構成を受信することとを含み、１つまたは複数のコロケートされていないノードの各
々は、１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する。
【００２１】
　[0021]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥにより、ＵＥとのマル
チフロー通信する複数のコロケートされていないノードの各々についての複数のＳＲＳを
生成することと、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定するこ
とと、複数のコロケートされていないノードの各々についてのセルＩＤを識別することと
、複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおいてセル
ＩＤにしたがって複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けることとを含む。
【００２２】
　[0022]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、複数のコロケートされてい
ないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複数のコロケートさ
れていないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードについての電力ヘッド
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ルーム報告を準備することであって、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノードまたはセ
カンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電力とアッ
プリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたブースタノードまた
はセカンダリノードのためのＵＥの最大許容送信電力を含む、準備することと、ブースタ
ノードまたはセカンダリノードに電力ヘッドルーム報告を送信することとを含む。
【００２３】
　[0023]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、複数のコロケートされてい
ないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードにおいて、複数のコロケート
されていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされるＵＥから電
力ヘッドルーム報告を受信することであって、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノード
またはセカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電
力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大
許容送信電力を含む、受信することと、ブースタノードまたはセカンダリノードにおいて
、電力ヘッドルーム報告に基づいてサービスされるＵＥとの通信をスケジュールすること
とを含む。
【００２４】
　[0024]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、複数のコロケートされてい
ないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複数のコロケートさ
れていないノードの１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームのセ
カンダリセットのための構成を受信することであって、１つまたは複数のセカンダリセル
についてのＤＲＸサブフレームのセカンダリセットは、複数のコロケートされていないノ
ードのプライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットとは別である、受信する
ことと、ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームのセカンダリセットにしたがってＵＥの１つま
たは複数の無線をチューンアウェイすることとを含む。
【００２５】
　[0025]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥにお
いて、複数のＣＣを介してＵＥとマルチフロー通信する複数のノードについての複数のア
ップリンク制御チャネル送信を準備するための手段であって、複数のノードは、ＵＥと通
信するためのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を有する第１のノードとＵＥと通信するため
のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有する第２のノードとを備え、複数のアップリンク制
御チャネル送信の各々は、対応するノードに関連付けられた複数のＣＣのうちの１つのＣ
Ｃ上の複数のノードのうちの対応するノードのために構成される、準備するための手段と
、複数のノードのＳＣｅｌｌ上で送信電力制御コマンドを受信するための手段であって、
送信電力制御は、第２のノードからのダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、
受信するための手段と、送信電力制御コマンドに従って第２のノードに複数のアップリン
ク制御チャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信するための手段
とを含む。
【００２６】
　[0026]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥにお
いて、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマルチフローアップリンク送信
のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは複数のアップリンク共有チャ
ネル送信とを準備するための手段と、ＵＥにおいて、ＵＥが電力制限されていると決定す
るための手段と、複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が、１つま
たは複数のアップリンク共有チャネル送信にわたる電力割振りの適用よりも優先される優
先順位付けに従って、ＵＥの電力割振りを適用するための手段とを含む。
【００２７】
　[0027]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥによ
り、ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告するための手段と、１つまたは複数のＴＡ
Ｇに属する１つまたは複数のコロケートされていないノード向けのマルチフローアップリ
ンク送信をＵＥが行うための構成を受信するための手段とを含み、１つまたは複数のコロ
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ケートされていないノードの各々は、１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属
する。
【００２８】
　[0028]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ＵＥによ
り、ＵＥとのマルチフロー通信する複数のコロケートされていないノードの各々について
の複数のＳＲＳを生成するための手段と、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能
力を有すると決定するための手段と、複数のコロケートされていないノードの各々につい
てのセルＩＤを識別するための手段と、複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が
検出されたサブフレームにおいてセルＩＤにしたがって複数のＳＲＳの送信に優先順位を
付けるための手段とを含む。
【００２９】
　[0029]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、複数のコ
ロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複
数のコロケートされていないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードにつ
いての電力ヘッドルーム報告を準備するための手段であって、電力ヘッドルーム報告は、
ブースタノードまたはセカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られ
た第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引
いたブースタノードまたはセカンダリノードのためのＵＥの最大許容送信電力を含む、準
備するための手段と、ブースタノードまたはセカンダリノードに電力ヘッドルーム報告を
送信するための手段とを含む。
【００３０】
　[0030]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、複数のコ
ロケートされていないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードにおいて、
複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービス
されるＵＥから電力ヘッドルーム報告を受信するための手段であって、電力ヘッドルーム
報告は、ブースタノードまたはセカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割
り振られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電
力とを引いたＵＥの最大許容送信電力を含む、受信するための手段と、ブースタノードま
たはセカンダリノードにおいて、電力ヘッドルーム報告に基づいてサービスされるＵＥと
の通信をスケジュールするための手段とを含む。
【００３１】
　[0031]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、複数のコ
ロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複
数のコロケートされていないノードの１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲＸ
サブフレームのセカンダリセットのための構成を受信するための手段であって、１つまた
は複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームのセカンダリセットは、複数のコ
ロケートされていないノードのプライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセット
とは別である、受信するための手段と、ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームのセカンダリセ
ットにしたがってＵＥの１つまたは複数の無線をチューンアウェイするための手段とを含
む。
【００３２】
　[0032]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、ＵＥに
おいて、複数のＣＣを介してＵＥとマルチフロー通信する複数のノード向けの複数のアッ
プリンク制御チャネル送信を準備するコードであって、複数のノードは、ＵＥと通信する
ためのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を有する第１のノードとＵＥと通信するためのセカ
ンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有する第２のノードとを備え、複数のアップリンク制御チャ
ネル送信の各々は、対応するノードに関連付けられた複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の
複数のノードのうちの対応するノードのために構成される、準備するコードと、複数のノ
ードのＳＣｅｌｌ上で送信電力制御コマンドを受信するコードであって、送信電力制御は
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、第２のノードからのダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、受信するコード
と、送信電力制御コマンドに従って第２のノードに複数のアップリンク制御チャネル送信
のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信するコードとを含む。
【００３３】
　[0033]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、ＵＥに
おいて、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマルチフローアップリンク送
信のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは複数のアップリンク共有チ
ャネル送信とを準備するコードと、ＵＥにおいて、ＵＥが電力制限されていると決定する
コードと、複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が、１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信にわたる電力割振りの適用よりも優先される優先順位
付けに従って、ＵＥの電力割振りを適用するコードとを含む。
【００３４】
　[0034]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、ＵＥに
より、ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告するコードと、１つまたは複数のＴＡＧ
に属する１つまたは複数のコロケートされていないノード向けのマルチフローアップリン
ク送信をＵＥが行うための構成を受信するコードとを含み、１つまたは複数のコロケート
されていないノードの各々は、１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する。
【００３５】
　[0035]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、ＵＥに
より、ＵＥとのマルチフロー通信する複数のコロケートされていないノードの各々につい
ての複数のＳＲＳを生成するコードと、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能力
を有すると決定するコードと、複数のコロケートされていないノードの各々についてのセ
ルＩＤを識別するコードと、複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出された
サブフレームにおいてセルＩＤにしたがって複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けるコー
ドとを含む。
【００３６】
　[0036]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、複数の
コロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
複数のコロケートされていないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードに
ついての電力ヘッドルーム報告を準備するコードであって、電力ヘッドルーム報告は、ブ
ースタノードまたはセカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた
第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引い
たブースタノードまたはセカンダリノードのためのＵＥの最大許容送信電力を含む、準備
するコードと、ブースタノードまたはセカンダリノードに電力ヘッドルーム報告を送信す
るコードとを含む。
【００３７】
　[0037]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、複数の
コロケートされていないノードのうちのブースタノードまたはセカンダリノードにおいて
、複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービ
スされるＵＥから電力ヘッドルーム報告を受信するコードであって、電力ヘッドルーム報
告は、ブースタノードまたはセカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り
振られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力
とを引いたＵＥの最大許容送信電力を含む、受信するコードと、ブースタノードまたはセ
カンダリノードにおいて、電力ヘッドルーム報告に基づいてサービスされるＵＥとの通信
をスケジュールするコードとを含む。
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【００３８】
　[0038]本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録しているコンピュータ可読媒
体を有するコンピュータプログラム製品が開示される。このプログラムコードは、複数の
コロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、
複数のコロケートされていないノードの１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲ
Ｘサブフレームのセカンダリセットのための構成を受信するコードであって、１つまたは
複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームのセカンダリセットは、複数のコロ
ケートされていないノードのプライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットと
は別である、受信するコードと、ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームのセカンダリセットに
したがってＵＥの１つまたは複数の無線をチューンアウェイするコードとを含む。
【００３９】
　[0039]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにおいて、複数のＣＣを介してＵＥと
マルチフロー通信する複数のノード向けの複数のアップリンク制御チャネル送信を準備す
ることであって、複数のノードは、ＵＥと通信するためのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）
を有する第１のノードとＵＥと通信するためのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有する第
２のノードとを備え、複数のアップリンク制御チャネル送信の各々は、対応するノードに
関連付けられた複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の複数のノードのうちの対応するノード
のために構成される、準備することと、複数のノードのＳＣｅｌｌ上で送信電力制御コマ
ンドを受信することであって、送信電力制御は、第２のノードからのダウンリンク制御情
報メッセージ内で受信される、受信することと、送信電力制御コマンドに従って第２のノ
ードに複数のアップリンク制御チャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送
信を送信することとを行うように構成される。
【００４０】
　[0040]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにおいて、２つ以上のコロケートされ
ていないノードに対するマルチフローアップリンク送信のために複数のアップリンク制御
チャネル送信と１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信とを準備することと、Ｕ
Ｅにおいて、ＵＥが電力制限されていると決定することと、複数のアップリンク制御信号
送信にわたる電力割振りの適用が、１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信にわ
たる電力割振りの適用よりも優先される優先順位付けに従って、ＵＥの電力割振りを適用
することとを行うように構成される。
【００４１】
　[0041]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにより、ＵＥのマルチプルアップリン
ク能力を報告することと、１つまたは複数のＴＡＧに属する１つまたは複数のコロケート
されていないノード向けのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行うための構成を受信
することとを行うように構成され、１つまたは複数のコロケートされていないノードの各
々は、１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する。
【００４２】
　[0042]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥにより、ＵＥとのマルチフロー通信す
る複数のコロケートされていないノードの各々についての複数のＳＲＳを生成することと
、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定することと、複数のコ
ロケートされていないノードの各々についてのセルＩＤを識別することと、複数のＳＲＳ
のうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおいてセルＩＤにしたがっ
て複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けることとを行うように構成される。
【００４３】
　[0043]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、複数のコロケートされていないノードとの
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マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複数のコロケートされていないノー
ドのうちのブースタノードまたはセカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告を準
備することであって、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノードまたはセカンダリノード
に対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電力とアップリンク共有チ
ャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたブースタノードまたはセカンダリノ
ードのためのＵＥの最大許容送信電力を含む、準備することと、ブースタノードまたはセ
カンダリノードに電力ヘッドルーム報告を送信することとを行うように構成される。
【００４４】
　[0044]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、複数のコロケートされていないノードのう
ちのブースタノードまたはセカンダリノードにおいて、複数のコロケートされていないノ
ードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされるＵＥから電力ヘッドルーム
報告を受信することであって、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノードまたはセカンダ
リノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電力とアップリン
ク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大許容送信電力を
含む、受信することと、ブースタノードまたはセカンダリノードにおいて、電力ヘッドル
ーム報告に基づいてサービスされるＵＥとの通信をスケジュールすることとを行うように
構成される。
【００４５】
　[0045]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、複数のコロケートされていないノードとの
マルチフロー動作のために構成されたＵＥにおいて、複数のコロケートされていないノー
ドの１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームのセカンダリセット
のための構成を受信することであって、１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲ
Ｘサブフレームのセカンダリセットは、複数のコロケートされていないノードのプライマ
リセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットとは別である、受信することと、ＵＥに
より、ＤＲＸサブフレームのセカンダリセットにしたがってＵＥの１つまたは複数の無線
をチューンアウェイすることとを行うように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】[0046]モバイル通信システムの一例を示すブロック図。
【図２】[0047]本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を示
すブロック図。
【図３】[0048]マルチフロー動作のために構成されたワイヤレスネットワークを示すブロ
ック図。
【図４Ａ】[0049]本開示の一態様に従って構成されたＵＥの詳細を示すブロック図。
【図４Ｂ】[0050]本開示の一態様に従って構成されたブースタノードを示すブロック図。
【図５】[0051]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図６】[0052]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図７】[0053]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図８】[0054]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図９】[0055]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図１０】[0056]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブ
ロック図。
【図１１】[0057]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブ
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ロック図。
【図１２】[0058]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブ
ロック図。
【図１３】[0059]本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示すブ
ロック図。
【詳細な説明】
【００４７】
　[0060]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本開示の範囲を限定するものではない。むしろ、以下の詳細な説明は、本発明の主
題の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これらの具体的な詳細は、あらゆる
場合において必要とされるとは限らないこと、および場合によっては、よく知られている
構造および構成要素は、提示を明確にするためにブロック図の形式で示されることが、当
業者には明らかであろう。
【００４８】
　[0061]本明細書に記載される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のネットワークなどの、様々なワイヤレス通信ネットワークに使
用される場合がある。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換
的に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ
）、米国電気通信工業会（ＴＩＡ）のＣＤＭＡ２０００（登録商標）などの無線技術を実
装することができる。ＵＴＲＡ技術は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、
ＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）技術は、米国電子工業会
（ＥＩＡ）およびＴＩＡからのＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６の規格
を含む。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商
標））などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴ
ＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、
ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装することができる。
ＵＴＲＡ技術およびＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーション
システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰのロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのより
新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およ
びＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体か
らの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００（登録商標）およびＵＭＢは、「第３世代
パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる団体からの文書に記載され
ている。本明細書に記載される技法は、上述されたワイヤレスネットワークおよび無線ア
クセス技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線アクセス技術のために使用
される場合がある。明確にするために、本技法のいくつかの態様は、ＬＴＥまたはＬＴＥ
－Ａ（代替として、一緒に「ＬＴＥ／－Ａ」と呼ばれる）について下記に記載され、以下
の説明の大部分ではそのようなＬＴＥ／－Ａ用語を使用する。
【００４９】
　[0062]図１は、ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る、通信用のワイヤレスネットワーク
１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
１１０と他のネットワークエンティティとを含む。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり得
るし、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれる場合もある。各ｅＮＢ１１０
は、特定の地理的エリアに通信カバレージを提供することができる。３ＧＰＰでは、「セ
ル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのこの特定の地
理的カバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスするｅＮＢサブシ
ステムを指すことができる。
【００５０】
　[0063]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
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セルに通信カバレージを提供することができる。マクロセルは、一般に、比較的大きい地
理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥ
によるネットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にすることができる。ピコセル
は、一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーするはずであり、ネットワークプロバイ
ダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にすることができる。また
、フェムトセルは、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーする
はずであり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、
限定加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内のユーザ用のＵＥなど）による制限付き
アクセスを可能にすることができる。マクロセル用のｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれる
場合がある。ピコセル用のｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれる場合がある。また、フェムト
セル用のｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれる場合がある。図１に示
された例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃは、それぞれマクロセル１０
２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃ用のマクロｅＮＢである。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル
１０２ｘ用のピコｅＮＢである。また、ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェ
ムトセル１０２ｙおよび１０２ｚ用のフェムトｅＮＢである。ｅＮＢは、１つまたは複数
の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートすることができる。
【００５１】
　[0064]ワイヤレスネットワーク１００はまた中継局を含む。中継局は、上流局（たとえ
ば、ｅＮＢ、ＵＥなど）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、そのデータ
および／または他の情報の送信を下流局（たとえば、別のＵＥ、別のｅＮＢなど）に送る
局である。中継局はまた、他のＵＥ向けの送信を中継するＵＥであり得る。図１に示され
た例では、中継局１１０ｒはｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信することができ、
ここで、中継局１１０ｒは、２つのネットワーク要素（ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０
ｒ）間の通信を容易にするために、それらの間のリレーとして働く。中継局は、リレーｅ
ＮＢ、リレーなどと呼ばれる場合もある。
【００５２】
　[0065]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートするこ
とができる。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有する場合があり、
異なるｅＮＢからの送信は時間的にほぼ整合される場合がある。非同期動作の場合、ｅＮ
Ｂは異なるフレームタイミングを有する場合があり、異なるｅＮＢからの送信は時間的に
整合されない場合がある。
【００５３】
　[0066]ＵＥ１２０はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され、各ＵＥは
固定またはモバイルであり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ば
れる場合もある。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイ
ヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコ
ンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。
ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能
であり得る。図１では、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク
上で、ＵＥと、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢ
との間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉送信を示す
。
【００５４】
　[0067]ＬＴＥ／－Ａは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用し
、アップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。Ｏ
ＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、通常トーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分化する。各サブキャリアはデータで変調される場合
がある。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領
域で送られる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得るし、サブキャリアの総数
（Ｋ）はシステム帯域幅に依存する場合がある。たとえば、Ｋは、１．４、３、５、１０
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、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅に対して、それぞれ
７２、１８０、３００、６００、９００、および１２００に等しい場合がある。システム
帯域幅はまた、サブバンドに区分化される場合がある。たとえば、サブバンドは１．０８
ＭＨｚをカバーすることができ、１．４、３、５、１０、１５、または２０ＭＨｚの対応
するシステム帯域幅に対して、それぞれ１つ、２つ、４つ、８つ、または１６個のサブバ
ンドがあり得る。
【００５５】
　[0068]ワイヤレスネットワーク１００は、単位面積当たりのシステムのスペクトル効率
を改善するために、ｅＮＢ１１０の多様なセット（すなわち、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ
、フェムトｅＮＢ、およびリレー）を使用する。ワイヤレスネットワーク１００は、その
スペクトルカバレージのためにそのような異なるｅＮＢを使用するので、それは異種ネッ
トワークと呼ばれる場合もある。マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは、通常、ワイヤレスネット
ワーク１００のプロバイダによって慎重に計画され、配置される。マクロｅＮＢ１１０ａ
～ｃは、一般に、高電力レベル（たとえば、５Ｗ～４０Ｗ）で送信する。一般に、かなり
低い電力レベル（たとえば、１００ｍＷ～２Ｗ）で送信するピコｅＮＢ１１０ｘおよび中
継局１１０ｒは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃによって与えられたカバレージエリア内のカ
バレージホールを除去し、ホットスポットにおける容量を改善するために比較的無計画に
展開される場合がある。それにもかかわらず、通常、ワイヤレスネットワーク１００とは
無関係に展開されるフェムトｅＮＢ１１０ｙ～ｚは、それらの管理者によって認可された
場合、ワイヤレスネットワーク１００への潜在的なアクセスポイントとして、または少な
くとも、リソース協調および干渉管理の協調を行うためにワイヤレスネットワーク１００
の他のｅＮＢ１１０と通信することができる、アクティブでアウェアなｅＮＢとしてのい
ずれかで、ワイヤレスネットワーク１００のカバレージエリアに組み込まれる場合がある
。フェムトｅＮＢ１１０ｙ～ｚも、通常、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃよりもかなり低い電
力レベル（たとえば、１００ｍＷ～２Ｗ）で送信する。
【００５６】
　[0069]ワイヤレスネットワーク１００などの異種ネットワークの動作中、各ＵＥは、通
常、より良い信号品質をもつｅＮＢ１１０によってサービスされ、他のｅＮＢ１１０から
受信された不要な信号は干渉として扱われる。そのような動作主体は、著しく準最適なパ
フォーマンスをもたらすことができるが、ｅＮＢ１１０の間のインテリジェントなリソー
ス協調と、より良いサーバ選択戦略と、効率的な干渉管理のためのより高度な技法とを使
用することによって、ワイヤレスネットワーク１００においてネットワークパフォーマン
ス内の利得が実現される。
【００５７】
　[0070]ピコｅＮＢ１１０ｘなどのピコｅＮＢは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃなどのマク
ロｅＮＢと比べて、かなり低い送信電力によって特徴付けられる。ピコｅＮＢはまた、ア
ドホックな方式でワイヤレスネットワーク１００などのネットワークの周りに配置される
。この無計画展開のせいで、ワイヤレスネットワーク１００などのピコｅＮＢ配置を有す
るワイヤレスネットワークは、カバレージエリアまたはセルのエッジ上のＵＥ（「セルエ
ッジ」ＵＥ）に対する制御チャネル送信のためのより困難なＲＦ環境に寄与することがで
きる、低信号対干渉状態をもつ大きいエリアを有することが予想され得る。その上、マク
ロｅＮＢ１１０ａ～ｃの送信電力レベルとピコｅＮＢ１１０ｘの送信電力レベルとの間の
潜在的に大きい格差（たとえば、約２０ｄＢ）は、混合展開において、ピコｅＮＢ１１０
ｘのダウンリンクカバレージエリアがマクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのそれよりもはるかに小
さいことを暗示する。
【００５８】
　[0071]しかしながら、アップリンクの場合、アップリンク信号の信号強度はＵＥによっ
て左右され、したがって、いずれのタイプのｅＮＢ１１０によって受信されるときでも同
様である。ｅＮＢ１１０用のアップリンクカバレージエリアがほぼ同じまたは同様であれ
ば、チャネル利得に基づいてアップリンクハンドオフ境界が決定されることになる。これ
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は、ダウンリンクハンドオーバ境界とアップリンクハンドオーバ境界との間の不一致をも
たらす可能性がある。追加のネットワーク適応がなければ、不一致により、ワイヤレスネ
ットワーク１００内のサーバ選択またはｅＮＢへのＵＥの関連付けは、ダウンリンクハン
ドオーバ境界とアップリンクハンドオーバ境界とがより厳密に一致するマクロｅＮＢ専用
の同種ネットワークにおけるよりも困難になるであろう。
【００５９】
　[0072]サーバ選択が主にダウンリンク受信信号強度に基づく場合、ワイヤレスネットワ
ーク１００などの異種ネットワークの混合ｅＮＢ展開の有用性は大幅に減少されよう。こ
れは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのより高いダウンリンク受信信号強度が、利用可能なＵ
Ｅのすべてを引きつけ、ピコｅＮＢ１１０ｘはそのはるかに弱いダウンリンク送信電力の
ためにいかなるＵＥもサービスしない場合があるので、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃなどの
より高電力のマクロｅＮＢのより大きいカバレージエリアが、ピコｅＮＢ１１０ｘなどの
ピコｅＮＢを用いてセルカバレージを分割することの利点を限定するためである。その上
、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは、それらのＵＥを効率的にサービスするのに十分なリソー
スを有していない可能性がある。したがって、ワイヤレスネットワーク１００は、ピコｅ
ＮＢ１１０ｘのカバレージエリアを拡張することによって、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃと
ピコｅＮＢ１１０ｘとの間で負荷をアクティブに分散させるように試みる。この概念はセ
ル範囲拡張（ＣＲＥ）と呼ばれる。
【００６０】
　[0073]ワイヤレスネットワーク１００は、サーバ選択が決定される方式を変更すること
によってＣＲＥを実現する。サーバ選択がダウンリンク受信信号強度に基づく代わりに、
選択はダウンリンク信号の品質に一層基づく。１つのそのような品質ベースの決定では、
サーバ選択は、ＵＥに最小の経路損失を与えるｅＮＢを特定することに基づく場合がある
。加えて、ワイヤレスネットワーク１００は、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃとピコｅＮＢ１
１０ｘとの間にリソースの固定された区分化を与える。しかしながら、このアクティブな
負荷の平衡を伴う場合でも、ピコｅＮＢ１１０ｘなどのピコｅＮＢによってサービスされ
るＵＥのために、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃからのダウンリンク干渉は緩和されるべきで
ある。これは、ＵＥにおける干渉消去、ｅＮＢ１１０間のリソース協調などを含む様々な
方法によって達成され得る。
【００６１】
　[0074]ワイヤレスネットワーク１００などのセル範囲拡張を伴う異種ネットワークでは
、ＵＥが、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃなどのより高電力のｅＮＢから送信されたより強い
ダウンリンク信号の存在下で、ピコｅＮＢ１１０ｘなどのより低電力のｅＮＢからサービ
スを取得するために、ピコｅＮＢ１１０ｘは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのうちの支配的
な干渉マクロｅＮＢとの制御チャネルおよびデータチャネルの干渉協調に関与する。干渉
を管理するために、干渉協調のための様々な異なる技法が採用される場合がある。たとえ
ば、同一チャネル展開中のセルからの干渉を低減するために、セル間干渉協調（ＩＣＩＣ
）が使用される場合がある。１つのＩＣＩＣメカニズムは適応リソースの区分化である。
適応リソースの区分化は、いくつかのｅＮＢにサブフレームを割り当てる。第１のｅＮＢ
に割り当てられたサブフレームでは、近隣ｅＮＢは送信しない。したがって、第１のｅＮ
ＢによってサービスされるＵＥが受ける干渉が低減される。サブフレーム割当ては、アッ
プリンクとダウンリンクの両方のチャネル上で実行される場合がある。
【００６２】
　[0075]たとえば、サブフレームは、保護サブフレーム（Ｕサブフレーム）、禁止サブフ
レーム（Ｎサブフレーム）、および共通サブフレーム（Ｃサブフレーム）という３つのク
ラスのサブフレーム間で割り振られる場合がある。保護サブフレームは、第１のｅＮＢに
よって排他的に使用するために第１のｅＮＢに割り当てられる。保護サブフレームは、隣
接ｅＮＢからの干渉がないことに基づいて、「クリーン」サブフレームと呼ばれる場合も
ある。禁止サブフレームは、近隣ｅＮＢに割り当てられたサブフレームであり、第１のｅ
ＮＢは、禁止サブフレーム中でデータを送信することを禁止される。たとえば、第１のｅ
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ＮＢの禁止サブフレームは、第２の干渉ｅＮＢの保護サブフレームに対応する場合がある
。したがって、第１のｅＮＢは、第１のｅＮＢの保護サブフレーム中でデータを送信する
唯一のｅＮＢである。共通サブフレームは、マルチプルなｅＮＢによるデータ送信に使用
される場合がある。共通サブフレームは、他のｅＮＢからの干渉の可能性があるため、「
非クリーン」サブフレームと呼ばれる場合もある。
【００６３】
　[0076]期間ごとに少なくとも１つの保護サブフレームが静的に割り当てられる。場合に
よっては、ただ１つの保護サブフレームが静的に割り当てられる。たとえば、期間が８ミ
リ秒である場合、８ミリ秒ごとの間に１つの保護サブフレームがｅＮＢに静的に割り当て
られる場合がある。他のサブフレームは動的に割り振られる場合がある。
【００６４】
　[0077]適応リソース区分化情報（ＡＲＰＩ）により、非静的に割り当てられたサブフレ
ームが動的に割り振られることが可能になる。保護サブフレーム、禁止サブフレーム、ま
たは共通サブフレームのうちのいずれも、動的に割り振られる場合がある（それぞれ、Ａ
Ｕサブフレーム、ＡＮサブフレーム、ＡＣサブフレーム）。動的割当ては、たとえば、１
００ミリ秒またはそれ未満ごとなどに、急速に変化する場合がある。
【００６５】
　[0078]異種ネットワークは、様々な電力クラスのｅＮＢを有する場合がある。たとえば
、３つの電力クラスが、電力クラスの高い順に、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、およびフェ
ムトｅＮＢとして定義される場合がある。マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、およびフェムトｅ
ＮＢが同一チャネル展開内にあるとき、マクロｅＮＢ（アグレッサｅＮＢ）の電力スペク
トル密度（ＰＳＤ）は、ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢ（ビクティムｅＮＢ）のＰＳＤ
よりも大きくなり、ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢとの大量の干渉を生じる場合がある
。ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢとの干渉を低減または最小化するために、保護サブフ
レームが使用される場合がある。すなわち、アグレッサｅＮＢ上の禁止サブフレームと一
致するように、ビクティムｅＮＢに保護サブフレームがスケジュールされる場合がある。
【００６６】
　[0079]ワイヤレスネットワーク１００などの異種ネットワークの展開では、ＵＥは、Ｕ
Ｅが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの高い干渉を観測する場合がある支配的な干渉シナ
リオにおいて動作する場合がある。支配的な干渉シナリオは、制限された関連付けにより
発生する場合がある。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙに
近い場合があり、ｅＮＢ１１０ｙに対する高い受信電力を有する場合がある。しかしなが
ら、ＵＥ１２０ｙは、制限された関連付けによりフェムトｅＮＢ１１０ｙにアクセスする
ことができない場合があり、次いで、（図１に示されたように）マクロｅＮＢ１１０ｃに
、またはより低い受信電力をもつフェムトｅＮＢ１１０ｚ（図１に示されず）に接続する
場合がある。次いで、ＵＥ１２０ｙは、ダウンリンク上でフェムトｅＮＢ１１０ｙからの
高い干渉を観測する場合があり、アップリンク上でｅＮＢ１１０ｙに高い干渉を引き起こ
す場合もある。協調干渉管理を使用して、ｅＮＢ１１０ｃおよびフェムトｅＮＢ１１０ｙ
は、リソースをネゴシエートするためにバックホール１３４を介して通信することができ
る。ネゴシエーションにおいて、フェムトｅＮＢ１１０ｙは、そのチャネルリソースの１
つの上での送信を中止することに同意し、その結果、ＵＥ１２０ｙは、その同じチャネル
を介してｅＮＢ１１０ｃと通信するときと同程度のフェムトｅＮＢ１１０ｙからの干渉を
受けない。
【００６７】
　[0080]そのような支配的な干渉シナリオにおいてＵＥで観測される信号電力の相違に加
えて、ＵＥとマルチプルなｅＮＢとの間の距離が異なるために、同期システム内でも、ダ
ウンリンク信号のタイミング遅延がＵＥによって観測される場合もある。同期システム内
のｅＮＢは、推定上、システムにわたって同期される。しかしながら、たとえば、マクロ
ｅＮＢから５ｋｍの距離にあるＵＥを考察すると、そのマクロｅＮＢから受信された任意
のダウンリンク信号の伝搬遅延は、約１６．６７μｓ（５ｋｍ÷３×１０8（すなわち、
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光速「ｃ」））遅延されるであろう。マクロｅＮＢからのそのダウンリンク信号を、はる
かに近いフェムトｅＮＢからのダウンリンク信号と比較すると、タイミング差は有効期間
（ＴＴＬ）エラーのレベルに近づく可能性がある。
【００６８】
　[0081]加えて、そのようなタイミング差は、ＵＥでの干渉消去に影響を及ぼす場合があ
る。干渉消去は、同じ信号のマルチプルなバージョンの組合せ間の相互相関特性をしばし
ば使用する。同じ信号のマルチプルなコピーを組み合わせることによって、おそらく信号
の各コピー上に干渉があることになるが、それがおそらく同じロケーションにはないこと
になるので、干渉はより容易に識別され得る。組み合わされた信号の相互相関を使用して
、実際の信号部分が特定され、干渉と区別され得るし、したがって干渉を消去することが
可能になる。
【００６９】
　[0082]図２は、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０、
および図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。制限付
き関連付けシナリオの場合、ｅＮＢ１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得るし、
ＵＥ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮＢ１１０はまた、何らかの他のタイプの基地
局であり得る。ｅＮＢ１１０はアンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備する場合があり、ＵＥ
１２０はアンテナ２５２ａ～２５２ｒを装備する場合がある。
【００７０】
　[0083]ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ２２０は、データソース２１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ２４０から制御情報を受信することができる。制
御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどに関するものであり得
る。データは、ＰＤＳＣＨなどに関するものであり得る。送信プロセッサ２２０は、デー
タと制御情報とを処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデ
ータシンボルと制御シンボルとを取得することができる。送信プロセッサ２２０はまた、
たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有の基準信号についての基準シンボルを生成す
ることができる。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能
な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理
（たとえば、プリコーディング）を行うことができ、変調器（ＭＯＤ）２３２ａ～２３２
ｔに出力シンボルストリームを供給することができる。各変調器２３２は、（たとえば、
ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルス
トリームを取得することができる。各変調器２３２はさらに、出力サンプルストリームを
処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し
て、ダウンリンク信号を取得することができる。変調器２３２ａ～２３２ｔからのダウン
リンク信号は、それぞれアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して送信され得る。
【００７１】
　[0084]ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、ｅＮＢ１１０からダウン
リンク信号を受信することができ、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）２５４ａ～
２５４ｒに供給することができる。各復調器２５４は、それぞれの受信信号を調整（たと
えば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプル
を取得することができる。各復調器２５４はさらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどについて
の）入力サンプルを処理して、受信シンボルを取得することができる。ＭＩＭＯ検出器２
５６は、すべての復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合
は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを供給することができる。
受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、お
よび復号）し、ＵＥ１２０のための復号されたデータをデータシンク２６０に供給し、復
号された制御情報をコントローラ／プロセッサ２８０に供給することができる。
【００７２】
　[0085]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４は、データソ
ース２６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨについての）データを受信し、処理することがで
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き、コントローラ／プロセッサ２８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨについての）制御情報
を受信し、処理することができる。送信プロセッサ２６４は、基準信号についての基準シ
ンボルを生成することもできる。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場
合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば
、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器２５４ａ～２５４ｒによって処理され、ｅＮＢ１１
０に送信され得る。ｅＮＢ１１０において、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アン
テナ２３４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭ
Ｏ検出器２３６によって検出され、さらに受信プロセッサ２３８によって処理されて、Ｕ
Ｅ１２０によって送られた復号されたデータと制御情報とを取得することができる。プロ
セッサ２３８は、復号されたデータをデータシンク２３９に供給し、復号された制御情報
をコントローラ／プロセッサ２４０に供給することができる。
【００７３】
　[0086]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれｅＮＢ１１０および
ＵＥ１２０での動作を指示することができる。ｅＮＢ１１０にあるコントローラ／プロセ
ッサ２４０ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書に記載された
技法のための様々なプロセスを実行するか、またはその実行を指示することができる。Ｕ
Ｅ１２０にあるコントローラ／プロセッサ２８０ならびに／または他のプロセッサおよび
モジュールは、図５～図１３に示される機能ブロック、および／または本明細書に記載さ
れた技法のための他のプロセスを実行するか、またはその実行を指示することができる。
メモリ２４２および２８２は、それぞれｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０のためのデータと
プログラムコードとを記憶することができる。スケジューラ２４４は、ダウンリンク上お
よび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールすることができ
る。
【００７４】
　[0087]ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向での送信に使用される合計１００ＭＨｚ（５
つのコンポーネントキャリア）までのキャリアアグリゲーションにおいて割り振られた２
０ＭＨｚまでの帯域幅のスペクトルを使用する。一般に、アップリンク上ではダウンリン
クよりも少ないトラフィックが送信され、その結果、アップリンクのスペクトル割振りは
ダウンリンクの割振りよりも小さくなる場合がある。たとえば、アップリンクに２０ＭＨ
ｚが割り当てられた場合、ダウンリンクには１００ＭＨｚが割り当てられる場合がある。
これらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による通常
非対称な帯域幅利用にぴったり合う。
【００７５】
　[0088]ＬＴＥアドバンストモバイルシステムの場合、２つのタイプのキャリアアグリゲ
ーション（ＣＡ）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡが提案されている。非連続
ＣＡは、利用可能なマルチプルなコンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離され
たときに生じる。一方、連続ＣＡは、利用可能なマルチプルなコンポーネントキャリアが
互いに隣接するときに生じる。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、複数のＬＴＥ／コンポー
ネントキャリアをアグリゲートして、ＬＴＥアドバンストＵＥの単一ユニットをサービス
する。
【００７６】
　[0089]ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリア
が分離されるので、マルチプルなＲＦ受信ユニットおよびマルチプルなＦＦＴが配備され
る場合がある。非連続ＣＡは、大きい周波数範囲にわたるマルチプルな分離されたキャリ
ア上でのデータ送信をサポートするので、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失、ドップ
ラーシフト、および他の無線チャネル特性が大いに変化する場合がある。
【００７７】
　[0090]したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするた
めに、方法は、様々なコンポーネントキャリアについてのコード化、変調、および送信電
力を適応的に調整するために使用される場合がある。たとえば、拡張ノードＢ（ｅノード
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Ｂ）が各コンポーネントキャリア上の送信電力を固定しているＬＴＥアドバンストシステ
ムでは、各コンポーネントキャリアの有効カバレージまたはサポート可能な変調およびコ
ーディングは異なる場合がある。
【００７８】
　[0091]セルエッジに位置するとき、ＵＥは、隣接セルからのより大きな干渉を伴うその
サービングセルからの弱い信号に遭遇する場合がある。この組合せにより、セルエッジの
ＵＥについてのパフォーマンスが低下する場合がある。高度ワイヤレスネットワークは、
マルチプルなセルまたはネットワークノードとの間で、ダウンリンク上で受信することと
アップリンク上で送信することの両方を行うように、ネットワークノードとＵＥとを構成
することによって、隣接セルの使われていない容量を利用することができる。第１のノー
ドは、アンカーセルまたは主サービングセルと考えられ得るし、マルチフロー動作に使用
される追加のセルは、ブースタセルと考えられ得る。コロケートされていない、かつ／ま
たは理想的でないバックホール通信リンクを有する第１のノードと第２のノードとの間の
マルチフロー通信を行うＵＥは、マルチプルなコンポーネントキャリア（ＣＣ）を介して
各々のノードと通信することができる。ＣＡの態様では、マルチプルなＣＣを使用してノ
ードと通信しているＵＥは、プライマリコンポーネントキャリアまたはプライマリセル（
ＰＣｅｌｌ）と、追加のセカンダリコンポーネントキャリアまたはセカンダリセル（ＳＣ
ｅｌｌ）とを有する。
【００７９】
　[0092]図３は、マルチフロー動作のために構成されたワイヤレスネットワーク３０を示
すブロック図である。ＵＥ３００は、マクロノード３０１のカバレージエリア３０４の内
部に位置する。マクロノード３０１はまた、カバレージエリア３０４とセルエッジ３０５
との間に画定されたセル範囲拡張（ＣＲＥ）エリアを含む。ＵＥ３００はまた、カバレー
ジエリア３０７とセルエッジ３０７との間に画定されたマクロノード３０２のＣＲＥエリ
ア、およびカバレージエリア３０８とセルエッジ３０９との間に画定されたリモート無線
ヘッド（ＲＲＨ）３０３のＣＲＥエリアの内部に位置する。マルチフローがない通常の動
作では、ＵＥ３００は、マクロノード３０１とのアクティブな通信を維持する。ＵＥ３０
０で見られるパフォーマンスは、マクロノード３０２とＲＲＨ３０３の両方からの干渉に
よって影響される場合がある。しかしながら、マルチフロー動作が有効にされると、ＵＥ
３００は、マクロノード３０２とＲＲＨ３０３のいずれかまたは両方から別々のダウンリ
ンクデータを受信することができる。したがって、マルチフロー動作を有効にすることに
より、ＵＥ３００でのパフォーマンスは、マクロノード３０２およびＲＲＨ３０３で利用
可能な追加のリソースを利用することによって上がる場合さえある。
【００８０】
　[0093]ｅＮＢ、ＲＲＨ、ＷＩＦＩ（登録商標）アクセスポイント、ノードＢなどの様々
なタイプのネットワークノードは、マルチフロー動作で使用される場合があることに留意
されたい。
【００８１】
　[0094]ＣＡの使用をサポートするネットワーク上で動作するとき、ＣＡ規格は、いくつ
かのＰＣｅｌｌ固有の機能を提供する。たとえば、高度ＣＡ規格により、ＰＣｅｌｌ上の
みのＰＵＣＣＨ内のアップリンク制御が可能になる。したがって、すべてのセルのための
アップリンク制御はＰＣｅｌｌ上で伝達される。ＣＡ動作におけるこの制限により、マル
チフロー技術に対する課題がもたらされる。マルチフロー環境では、ベアラとパケットの
両方のレベルの分割のための制御は、ダウンリンクマルチフロー送信に関与するすべての
ノードまたはセルに伝達されるべきである。これは、マルチフロー通信に参加しているマ
ルチプルなノードの間にファイバ接続があるパケット分割の場合、緩和される場合がある
。問題は、アップリンクデータ送信で発生する場合もある。アップリンク上のマルチフロ
ーデータ送信を有効にすることは、主にＵＥの能力およびタイミングアドバンス（ＴＡ）
のグループ化に関係する場合がある。図４Ａは、本開示の一態様に従って構成されたＵＥ
１２０の詳細を示すブロック図である。ＵＥ１２０は、構成要素を制御し、ＵＥ１２０の
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特徴と機能とを実現するソフトウェア、ファームウェア、または他のロジックを実行する
、コントローラ／プロセッサ２８０を含む。ＵＥ１２０は、メモリ２８２、送信機４００
、受信機４０１、演算ユニット４０８、無線調整制御器４０９、電力コントローラ４１０
、信号発生器４１１、およびクロック４１２などの構成要素を含む場合がある。とりわけ
、マルチフロー動作４０２と、電力制御モニタ４０３と、信号測定４０４と、タイミング
調整モニタ４０５と、ＳＲＳ発生器４０６と、調整制御４０７とを含む、様々なソフトウ
ェアおよびロジックは、コントローラ／プロセッサ２８０によって実行可能なメモリ２８
２に記憶される場合がある。コントローラ／プロセッサ２８０は、ＵＥ１２０の機能を動
作するために、メモリ２８２にアクセスして、ロジックの上記およびその他の部分を実行
する。
【００８２】
　[0095]ＵＥは、一般に、マルチアップリンク対応またはシングルアップリンク対応のい
ずれかであり得る。マルチアップリンク対応のＵＥは、そのマルチプルな送信機を様々な
送信周波数に同時に調整する能力を有する。たとえば、ＵＥ１２０の無線調整制御器４０
９は、送信機４００の各々を別々の周波数に同時に調整することが可能であり得る。そう
ではなく、無線調整制御器４０９がそのような調整を実現することができない場合、ＵＥ
１２０は、シングルアップリンク送信を送信することができるにすぎないはずである。マ
ルチフローブースタまたはセカンダリノードを用いてアップリンク送信プロセスのための
ＵＥとのマルチフロー通信を実装すると、電力制御（ＰＣ）、経路損失（ＰＬ）推定、タ
イミング調整グループ化（ＴＡＧ）、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、ランダムアク
セス（ＲＡ）プロセス、電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、および不連続受信（ＤＲＸ）
などの様々なチャネル、シグナリング、および手続き動作に問題が発生する可能性がある
。
【００８３】
　[0096]図４Ｂは、本開示の一態様に従って構成されたブースタノード４０を示すブロッ
ク図である。ブースタノード４０は、コントローラプロセッサ２４０、メモリ２４２、お
よびスケジューラ２４４を含む、ｅＮＢ１１０（図２）に含まれたものと同様の構成要素
を含む場合がある。送信機４００および受信機４０１が、送信プロセッサ２６４、ＴＸ　
ＭＩＭＯプロセッサ２６６、変調器／復調器２５４ａ～２５４ｒ、アンテナ２５２ａ～２
５２ｒ、ＭＩＭＯ検出器２５６、および受信プロセッサ２５８（図２）などの個別の構成
要素を含む場合があるのと同じように、送信機４１３および受信機４１４は、送信プロセ
ッサ２２０、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２３０、変調器／復調器２３２ａ～２３２ｔ、ア
ンテナ２３４ａ～２３４ｔ、ＭＩＭＯ検出器２３６、および受信プロセッサ２３８（図２
）などの個別の構成要素を含む場合がある。ブースタノード４０は、メモリ２４２内のマ
ルチフロー動作４１５のコントローラ／プロセッサ２４０による実行を介して、マルチフ
ローネットワーク内で動作することができる。マルチフロー動作４１５の実行環境により
、ブースタノード４０がサービスされるＵＥのためのブースタセルとしてアップリンクデ
ータと制御情報とを受信すること、および、コントローラ／プロセッサ２４０の制御下の
スケジューラ２４４を介して、受信された制御情報およびデータに基づいて、サービスさ
れるＵＥとの通信をスケジューリングすることが可能になる。
【００８４】
　[0097]キャリアアグリゲーションでは、電力制御は、ＣＣごとにＰＵＣＣＨおよびＰＵ
ＳＣＨについて別々に定義される。マルチプルなＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨが単一のＣＣ上
で多重化された場合、各々のチャネルのための別々の電力制御が提供されるべきである。
ＣＡ内の送信電力制御コマンド（ＴＰＣ）は、ＰＵＣＣＨ電力制御のためのＰＣｅｌｌの
ダウンリンク許可のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ内で提供される。ＰＵＳ
ＣＨ電力制御の場合、ＴＰＣは対応するセルのアップリンク許可のＤＣＩ内で提供される
場合がある。サービスされるＵＥからのＰＵＣＣＨ送信がブースタノードまたはセカンダ
リノードの受信を対象とする場合、ＵＥは、ブースタノードまたはセカンダリノードのダ
ウンリンク許可のＤＣＩ内でＴＰＣを受信する必要があるはずである。しかしながら、現
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在のネットワーク構成では、ブースタノードまたはセカンダリノードのダウンリンク許可
のフィールドは、他の何らかの目的、たとえばＰＵＣＣＨフォーマット３のリソース割振
りのために利用される。
【００８５】
　[0098]図５は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す機
能ブロック図である。ブロック５００において、マルチフロー動作に参加しているＵＥは
、ブースタノードまたはセカンダリノード向けのＰＵＣＣＨ送信を準備またはコンパイル
する。たとえば、コントローラ／プロセッサ２８０は、信号発生器４１１を制御して、ブ
ースタノードまたはセカンダリノードを対象とするＰＵＣＣＨ送信を準備するはずである
。これらの構成要素および行為の組合せは、ＵＥにおいて、ＵＥと通信するブースタノー
ドまたはセカンダリノード向けのＰＵＣＣＨ送信をコンパイルするための手段を提供する
はずである。
【００８６】
　[0099]ブロック５０１において、ＵＥは、ブースタノードまたはセカンダリノードから
のＤＣＩメッセージに含まれた、ブースタノードまたはセカンダリノードからのＴＰＣコ
マンドを受信するはずである。ＵＥ１２０は、受信機４０１を介してブースタノードまた
はセカンダリノードからの送信を受信する。コントローラ／プロセッサ２８０の制御下で
、ＵＥ１２０は、ＴＰＣコマンドを含むＤＣＩメッセージを有するダウンリンク許可とし
て信号を復号する。本開示の様々な態様では、ブースタノードまたはセカンダリノードは
、ＤＣＩの既存ビットのうちのいくつかを再利用してＴＰＣコマンドを収容するように、
ＲＲＣ構成などを介して構成される場合がある。たとえば、既存の規格の下で、ブースタ
ノードまたはセカンダリノードがＴＰＣコマンドを提供するように構成されていないとき
、またはＵＥがそのブースタノードまたはセカンダリノード上でＰＵＣＣＨを受信するよ
うに構成されていないとき、ＤＣＩビットは、通常、ＴＰＣコマンド以外の情報を含むよ
うに標準化される。それに応じて、マルチフロー動作が、そのようなブースタノードまた
はセカンダリノードにＴＰＣコマンドを提供させるとき、またはＤＣＩの標準構成では提
供されなかったブースタノードまたはセカンダリノード上のＰＵＣＣＨをＵＥに受信させ
るとき、本開示の様々な態様により、新しいブースタノードまたはセカンダリノードのＴ
ＰＣコマンドの提供、またはブースタノードまたはセカンダリノードにＰＵＣＣＨを送信
するＵＥに適応するように、他の目的に割り当てられた既存のビットを再利用することが
可能になる。
【００８７】
　[00100]本開示のさらなる態様では、ＤＣＩメッセージの規定されたサイズは、ブース
タノードまたはセカンダリノードからのそのようなＴＰＣコマンドを収容するように、規
格内で増大される場合がある。これらの構成要素および行為の組合せは、ブースタノード
またはセカンダリノードからの送信電力制御コマンドを受信するための手段を提供するこ
とができ、送信電力制御はダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される。
【００８８】
　[00101]ブロック５０２において、ＵＥは、受信されたＴＰＣに従ってブースタノード
またはセカンダリノードにＰＵＣＣＨを送信する。ＴＰＣを使用して、コントローラ／プ
ロセッサ２８０は、メモリ２８２内で電力制御モニタ４０３を実行する。電力制御モニタ
４０３の実行環境は、ブースタノードまたはセカンダリノードから受信されたＴＰＣコマ
ンドを使用して、コントローラ／プロセッサ２８０の制御下の電力コントローラ４１０を
介して、ＰＵＣＣＨ送信の送信電力を調整する。これらの構成要素および行為の組合せは
、送信電力制御コマンドに従ってブースタノードまたはセカンダリノードにＰＵＣＣＨを
送信するための手段を提供することができる。
【００８９】
　[00102]各ＵＥは、データまたは制御情報を送信する際に使用され得る限られた量の電
力しか有しておらず、マルチフローアップリンク動作では、その有限の電力は特定の送信
のためにスケール変更または優先順位付けされる必要があり得る。既存のＣＡの原理が利
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用される場合があるが、さらなる優先順位付けおよびスケール変更のメカニズムが、アッ
プリンクマルチフロー動作に導入される場合がある。図６は、本開示の一態様を実施する
ために実行される例示的なブロックを示す機能ブロック図である。ブロック６００におい
て、ＵＥは、マルチフロー動作のためのいくつかのＰＵＣＣＨ送信とＰＵＳＣＨ送信とを
スケジュールする。メモリ２８２内でマルチフロー動作４０２を実行して、コントローラ
／プロセッサ２８０は、マルチフロー動作に参加しているノードを対象とするマルチプル
なＰＵＣＣＨ送信とＰＵＳＣＨ送信とを生成するように動作する。これらの構成要素およ
び行為の組合せは、ＵＥにおいて、マルチフローアップリンク送信のために複数のＰＵＣ
ＣＨ送信と１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信とをスケジュールするための手段を提供する
ことができる。
【００９０】
　[00103]ブロック６０１において、コントローラ／プロセッサ２８０による電力制御モ
ニタ４０３の動作を介して、ＵＥ１２０は、その最大利用可能電力が、スケジュールされ
ているＰＵＣＣＨ送信およびＰＵＳＣＨ送信のすべてを送信するのに十分ではない可能性
があると決定する。これらの構成要素および行為の組合せは、ＵＥにおいて、ＵＥが電力
制限されていると決定するための手段を提供することができる。
【００９１】
　[00104]ブロック６０２および６０３において、ＵＥは、マルチフロー動作用にスケジ
ュールされたマルチプルなＰＵＣＣＨ送信およびＰＵＳＣＨ送信にわたる電力割振りに優
先順位を付ける。利用可能なＵＥの電力に優先順位を付けるか、または利用可能なＵＥの
電力を割り振るために、様々な数の優先順位付け方式が、ＵＥによって採用される場合が
ある。たとえば、マルチプルなＰＵＣＣＨの優先順位付けは、アンカーノードを対象とす
るＰＵＣＣＨに最も高い優先順位を与える場合があるか、または代替として、ＵＥは、均
一なスケール変更または重み付け（たとえば、アンカーノードのＰＵＣＣＨにより多く重
み付けすること）されたスケール変更のいずれかを使用して、ＰＵＣＣＨにわたってスケ
ール変更する場合がある。同様に、マルチプルなＰＵＳＣＨの優先順位付けは、アップリ
ンク制御情報を搬送しているＰＵＳＣＨとデータのみを搬送しているＰＵＳＣＨとの間を
区別する場合があり、その中で、アップリンク制御情報を搬送するＰＵＳＣＨは、単なる
データのＰＵＳＣＨ送信よりも高い優先順位を受ける場合がある。たとえば、アップリン
ク制御情報を搬送するＰＵＳＣＨまたはデータのみを搬送するＰＵＳＣＨのいずれの場合
も、ＵＥは、同じく、アンカーノードに最も高い優先順位を与え、ＰＵＳＣＨにわたって
均一に、または重みを付けてスケール変更する場合がある。マルチフロー動作４０２と電
力制御モニタ４０３の両方を実行するコントローラ／プロセッサ２８０は、その中でマル
チフロー動作４０２内の優先順位付け方式が電力制御モニタ４０３とともに働いて、電力
コントローラ４１０を制御して、マルチフロー用にスケジュールされた様々なＰＵＣＣＨ
送信およびＰＵＳＣＨ送信にわたって電力をそれに応じて調整する動作環境を作成する。
コントローラ／プロセッサ２８０の制御下で、電力コントローラ４１０は、送信機４００
に適切な電力を印加し、信号発生器４１１は送信のためにＰＵＣＣＨ信号とＰＵＳＣＨ信
号とを準備し、かつ無線調整制御器４０９は、すべてコントローラ／プロセッサ２８０の
制御下で、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨの送信のために適切な周波数に送信機４００を調
整する。これらの構成要素および行為の組合せは、複数のＰＵＣＣＨ送信にわたるＵＥの
電力割振りに優先順位を付けるための手段と、１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信にわたる
ＵＥの電力割振りに優先順位を付けるための手段とを提供することができる。
【００９２】
　[00105]ＣＡでは、セルの経路損失推定は、サービングセルがどのタイミング調整グル
ープ（ＴＡＧ）に属するかに応じて、所与のセルまたはＰＣｅｌｌのいずれかに対応する
ダウンリンクＣＣに基づいて推定される場合がある。たとえば、ＵＥ１２０では、コント
ローラ／プロセッサ２８０は、メモリ２８２内で信号測定器４０４の機能を実行して、受
信機４０１を介して受信された信号からの経路損失推定の測定と特定とを可能にする。Ｐ
ＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨが対応するノードの対応する（別々の）キャリア上で送信される場
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合、同じメカニズムがマルチフローに使用され得る。そのようなケースは、マルチアップ
リンク対応のＵＥを使用してのみ実装される場合がある。ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨがシン
グルアップリンクＣＣ（シングルキャリア上で構成されたマルチプルなセル）上で多重化
される場合、経路損失推定のための基準セルは異なる場合がある。同じＣＣ上で送信され
るが、アップリンク信号は異なるノードに到達する必要がある。概念的に、現在の仕様は
、（同じキャリア上で送信されるが）別々のセルにリンクされるはずのチャネルとして適
用可能である。
【００９３】
　[00106]マルチフロー動作は、同じ場所、さらには同じセルエリア内にいない基地局ま
たはノードとＵＥを接続することができるので、ＵＥが通信している様々なセルが同じタ
イミング調整（ＴＡ）を有していない場合があり、したがって同じＴＡグループ（ＴＡＧ
）に属していない場合があることが考えられる。シングルアップリンクＣＣ対応のＵＥの
ための様々なＴＡＧ内のセルとのマルチフローは、実現可能ではなく、少なくとも妥当な
効率をもたない場合がある。パケットレベルの分割を伴うファイバ接続されたノードまた
は連結されたノードの場合、例外が存在する場合もある。しかしながら、ほとんどのシナ
リオでは、様々なＴＡＧに属しているセルとのマルチフロー動作は、マルチアップリンク
対応のＵＥのために構成される。
【００９４】
　[00107]図７は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図である。ブロック７００において、ＵＥは、ＵＥのマルチプルアップリン
ク能力を報告する。たとえば、コントローラ／プロセッサ２８０は、無線調整制御器４０
９とともに動作し、無線調整制御器４０９が同時アップリンク送信のために様々な周波数
に送信機４００を調整することが可能かどうかを知る。ＵＥ１２０は、コントローラ／プ
ロセッサ２８０の制御下で信号発生器４１１によって生成され、送信機４００によって送
信された信号を送ることによって、そのようなマルチプルアップリンク能力を報告するは
ずである。これらの構成要素および行為の組合せは、ＵＥのマルチプルアップリンク能力
を報告するための手段を提供することができる。
【００９５】
　[00108]ブロック７０１において、ＵＥは、１つまたは複数のセルが属するＴＡＧにか
かわらず、１つまたは複数のセルについてのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行う
ための構成を受信する。たとえば、ＵＥ１２０は、コントローラ／プロセッサ２８０の制
御下で、メモリ２８２内でタイミング調整モニタ４０５を実行することができる。タイミ
ング調整モニタ４０５は、各々のセルについてＴＡＧを監視する。ＵＥ１２０は、受信機
４０１を介して、様々なＴＡＧを有するセルとのＵＥ１２０のためのマルチフロー動作を
可能にする構成情報を有する制御シグナリングを受信する。これらの構成要素および行為
の組合せは、１つまたは複数のセルが属するＴＡＧにかかわらず、１つまたは複数のＣＡ
セルについてのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行うための構成を受信するための
手段を提供することができる。
【００９６】
　[00109]図８は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図である。ブロック８００において、ＵＥは、ＵＥのシングルアップリンク
能力を報告する。たとえば、コントローラ／プロセッサ２８０は、無線調整制御器４０９
とともに動作し、無線調整制御器４０９が同時アップリンク送信のために様々な周波数に
送信機４００を調整することが可能かどうかを知る。ＵＥ１２０は、コントローラ／プロ
セッサ２８０の制御下で信号発生器４１１によって生成され、送信機４００によって送信
された信号を送ることによって、そのようなシングルアップリンク能力を報告するはずで
ある。これらの構成要素および行為の組合せは、ＵＥのシングルアップリンク能力を報告
するための手段を提供することができる。
【００９７】
　[00110]ブロック８０１において、ＵＥは、同じＴＡＧに属する１つまたは複数のセル
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についてのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行うための構成を受信する。たとえば
、ＵＥ１２０は、コントローラ／プロセッサ２８０の制御下で、メモリ２８２内でタイミ
ング調整モニタ４０５を実行することができる。タイミング調整モニタ４０５は、各々の
セルについてＴＡＧを監視する。ＵＥ１２０は、受信機４０１を介して、同じＴＡＧのセ
ルとのＵＥ１２０のためのマルチフロー動作を可能にする構成情報を有する制御シグナリ
ングを受信する。これらの構成要素および行為の組合せは、同じＴＡＧに属する１つまた
は複数のＣＡセルについてのマルチフローアップリンク送信をＵＥが行うための構成を受
信するための手段を提供することができる。
【００９８】
　[00111]ＣＡ内のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）は、サービングセルごとに構成さ
れる。ＵＥは、各サービングセル上のトリガタイプ０（周期的）およびトリガタイプ１（
非周期的）のＳＲＳのためのＳＲＳパラメータで構成される場合がある。ＳＲＳパラメー
タは、一般に、サービングセル固有であり、より高いレイヤによって準静的に構成可能で
ある。各キャリアの周波数が単一のノードに関連付けられるマルチアップリンク対応のＵ
Ｅの場合、標準のＣＡ原理は、マルチフロー動作に再使用され得る。しかしながら、シン
グルアップリンク対応のＵＥの場合、ＳＲＳがマルチプルなノードに対する送信のために
構成されるとき、さらなる態様が考察されるべきである。
【００９９】
　[00112]シングルアップリンク対応のＵＥの場合、考察する挙動は、スケジュールされ
た衝突するＳＲＳが存在するサブフレーム内にある。衝突するサブフレームでは、ＳＲＳ
送信に優先順位付けが適用される場合がある。図９は、本開示の一態様を実施するために
実行される例示的なブロックを示す機能ブロック図である。ブロック９００において、Ｕ
Ｅは、ＳＲＳがマルチフロー動作を有するＣＡネットワーク内のマルチプルなアクセスノ
ードのために構成されていると決定する。コントローラ／プロセッサ２８０の制御下で、
マルチフロー動作４０２は、メモリ２８２内で、ＳＲＳ発生器４０６とともに実行される
。マルチフロー動作４０２は、マルチフロー動作に参加しているセルを対象とするマルチ
プルなＳＲＳをスケジュールするためのトリガを含む。これらの構成要素および行為の組
合せは、ＵＥにおいて、ＳＲＳがＣＡのために構成されたネットワークエリア内の複数の
アクセスノードのために構成されていると決定するための手段を提供することができる。
【０１００】
　[00113]ブロック９０１において、ＵＥは、ＵＥがシングルアップリンク能力を有して
いると決定する。上記のように、コントローラ／プロセッサ２８０は、無線調整制御器４
０９とともに動作し、無線調整制御器４０９が同時アップリンク送信のために様々な周波
数に送信機４００を調整することが可能か否かを知る。これらの構成要素および行為の組
合せは、ＵＥにおいて、ＵＥがシングルアップリンク能力を有していると決定するための
手段を提供することができる。
【０１０１】
　[00114]ブロック９０２において、ＵＥは、マルチフロー動作に参加しているセルまた
はノードの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識別する。ＵＥ１２０は、コントローラ
／プロセッサ２８０の制御下で、受信機４０１を介して受信された信号を分析する。セル
ＩＤは、ＵＥ１２０で受信された、参加しているノードからの送信のうちのいくつかに含
まれる。したがって、ＵＥ１２０は、参加しているノードの各々の様々なセルＩＤを識別
することができる。これらの構成要素および行為の組合せは、複数のアクセスノードの各
々についてのセルＩＤを識別するための手段を提供することができる。
【０１０２】
　[00115]ブロック９０３において、ＵＥは、ＳＲＳの衝突が検出されたとき、ＳＲＳに
したがってＳＲＳの送信に優先順位を付ける。ＳＲＳ送信に優先順位を付けるために、様
々な優先順位付け方式が、ＵＥによって利用される場合がある。たとえば、優先順位は、
参加しているノードの最も低いセルＩＤに与えられる場合がある。多くのシナリオでは、
ＰＣｅｌｌが最も低いセルＩＤを有し、したがって、ＳＲＳ衝突の場合最も高い優先順位
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を与えられる。ＵＥ１２０は、コントローラ／プロセッサ２８０の制御下で、比較器、加
算器、減算器などの演算ユニットを含む場合がある演算ユニット４０８を使用して、特定
のサブフレーム内でそれ用にスケジュールされたＳＲＳが衝突する、参加しているノード
のセルＩＤを比較する。セルＩＤの比較に基づいて、コントローラ／プロセッサ２８０は
、ＳＲＳ発生器４０６の実行をトリガして、信号発生器４１１を使用してＳＲＳを生成す
る。コントローラ／プロセッサ２８０は、ＳＲＳ送信のために優先順位を受けている特定
のノードを識別し、次いで、ＳＲＳ送信は、電力コントローラ４１０と無線調整制御器４
０９とを使用して、送信機４００を介して送信される。ＵＥは、最も高い優先順位のＳＲ
Ｓを送信し、残りを破棄（drop）することができるか、または次に高い優先順位で次のＳ
ＲＳを送信することができる。これらの構成要素および行為の組合せは、衝突が検出され
たサブフレーム内のセルＩＤにしたがって、ＳＲＳの送信に優先順位を付けるための手段
を提供することができる。
【０１０３】
　[00116]既存のキャリアアグリゲーション規格では、ＳＣｅｌｌのランダムアクセスの
ためのＰＤＣＣＨ命令を使用して、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの両方でランダムアクセスが
有効にされる。マルチアップリンクＵＥの場合、ランダムアクセスリソースは、セルごと
に構成される場合がある。シングルアップリンクＵＥの場合、単一のＴＡがサポートされ
得る。
【０１０４】
　[00117]マルチプルなセルに送信されているマルチプルな信号を用いて、マルチフロー
動作を有するＣＡのために構成されたＵＥについての電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ）は
、今やさらなる送信に割り振られた送信電力を考慮に入れるべきである。現在の規格でサ
ポートされる２つのタイプのＰＨＲが存在する。タイプ１は、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの
両方に適用され、以下の式によって定義される。　
　　　　　PH = Pcmax,c - PUSCH_tx_pwr　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
ここで、ＰＨは電力ヘッドルームに対応し、Pcmax,cはその特定のセルのためのＵＥの最
大許容送信電力に対応し、PUSCH_tx_pwrはＰＵＳＣＨ送信に割り振られた送信電力に対応
する。タイプ２は、現在ＰＣｅｌｌのみに適用され、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは同時
に送信される。タイプ２のＰＨＲは以下の式によって定義される。　
　　　　　PH = Pcmax,c - PUCCH_tx_pwr - PUSCH_tx_pwr　　　　　　　　　　(2)
ここで、式（１）に関して定義された要素に加えて、PUCCH_tx_pwrはＰＵＣＣＨ送信に割
り振られた送信電力に対応する。
【０１０５】
　[00118]ＰＵＣＣＨがブースタノードまたはセカンダリノード上の送信のために定義さ
れたマルチフローのコンテキストでは、タイプ２のＰＨＲは、ブースタノードまたはセカ
ンダリノードにも適用されるべきである。それに応じて、本開示の様々な態様は、ＲＲＣ
メッセージなどを介して、ＣＡおよびマルチフロー動作のために構成されたＵＥと、参加
しているブースタノードまたはセカンダリノードの両方が、タイプ２のＰＨＲを送信およ
び受信する構成を提供する。図１０は、本開示の一態様を実施するために実行される例示
的なブロックを示す機能ブロック図である。ブロック１０００において、ＣＡのために構
成されたＵＥは、ブースタノードまたはセカンダリノードについての電力ヘッドルーム報
告を準備し、ここで、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノードまたはセカンダリノード
に対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と、ブースタノードまたはセカン
ダリノードに対するＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大
許容送信電力を含む。コントローラ／プロセッサ２８０は、メモリ２８２内でマルチフロ
ー動作４０２を実行してマルチフロー動作環境を作成し、マルチフロー動作環境内で、動
作電力制御モニタ４０３は、ブースタノードまたはセカンダリノード上の送信のために準
備されたＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨについて、タイプ２のＰＨＲを計算する。これらの
構成要素および行為の組合せは、ＣＡのために構成されたＵＥにおいて、ブースタノード
またはセカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告を準備するための手段を提供す
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ることができ、ここにおいて、電力ヘッドルーム報告は、ブースタノードまたはセカンダ
リノードに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と、ＰＵＳＣＨ送信に割
り振られた第２の送信電力とを引いたそのセルのためのＵＥの最大許容送信電力を含む。
【０１０６】
　[00119]ブロック１００１において、ＵＥは、ブースタノードまたはセカンダリノード
にＰＨＲを送信する。たとえば、ＵＥ１２０は、送信機４００を介して、電力制御モニタ
４０３によって生成されたＰＨＲを送信することができる。これらの構成要素および行為
の組合せは、ブースタノードまたはセカンダリノードに電力ヘッドルーム報告を送信する
ための手段を提供することができる。
【０１０７】
　[00120]図１１は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック１１００において、ブースタノード４０は、サービス
されるＵＥから電力ヘッドルーム報告を受信し、ここで、電力ヘッドルーム報告は、セカ
ンダリノードに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の送信電力と、セカンダリノー
ドに対するＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大許容送信
電力を含む。図４Ｂを参照すると、ブースタノード４０は、受信機４１４を介してサービ
スされるＵＥからＰＨＲを受信する。コントローラ／プロセッサ２４０は、構成要素を制
御し、ブースタノード４０の機能と特徴とを定義するソフトウェア、ファームウェア、お
よび他のロジックを実行し、メモリ２４２に記憶されたマルチフロー動作４１５を実行し
、それにより、ブースタノード４０がサービスされるＵＥからのＰＵＣＣＨ送信の受信を
理解することが可能になり、ここで、ブースタノード４０はセカンダリノードまたはブー
スタノードとしてＵＥをサービスする。これらの構成要素および行為の組合せは、ブース
タノードまたはセカンダリノードにおいて、ＣＡのために構成されたサービスされるＵＥ
から電力ヘッドルーム報告を受信するための手段を提供することができ、ここにおいて、
電力ヘッドルーム報告は、セカンダリセルに対するＰＵＣＣＨ送信に割り振られた第１の
送信電力と、ＰＵＳＣＨ送信に割り振られた第２の送信電力とを引いたＵＥの最大許容送
信電力を含む。
【０１０８】
　[00121]ブロック１１０１において、ブースタノードまたはセカンダリノードは、受信
された電力ヘッドルーム報告に基づいて、サービスされるＵＥとの通信をスケジュールす
ることができる。コントローラ／プロセッサ２４０の制御下で、スケジューラ２４４は、
サービスされるＵＥとの送信機４１３を介した通信をスケジュールし、ここで、スケジュ
ーリングは、電力ヘッドルーム報告を使用して、スケジューラ２４４によって実行される
。これらの構成要素および行為の組合せは、セカンダリセルにおいて、電力ヘッドルーム
報告に基づいて、サービスされるＵＥとの通信をスケジュールするための手段を提供する
ことができる。
【０１０９】
　[00122]単一のＣＣ上のマルチプルなＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨの場合、電力ヘッドルー
ムの式は、さらなるチャネルを考慮に入れるように調整される場合がある。マルチプルな
送信の場合、タイプ１のＰＨＲは、以下の式によって定義される。　
　　　　　PH = Pcmax,c - (PUSCH_tx_pwr_1+ PUSCH_tx_pwr_2+...)　　　　　　(3)
ここで、ＰＵＳＣＨ送信ごとに割り振られた送信電力が加算され、ＰＵＳＣＨ送信に割り
振られた合計送信電力がPcmax,cから減算される。マルチプルな送信の場合のタイプ２の
ＰＨＲは、以下の式によって定義される。　
　　　　　PH = Pcmax,c - (PUCCH_tx_pwr_1+ PUCCH_tx_pwr_2+...) 
　　　　　　- (PUSCH_tx_pwr_1+ PUSCH_tx_pwr_2+...)　　　　　　　　　　　(4)
ここで、ＰＵＳＣＨ送信およびＰＵＣＣＨ送信ごとに割り振られた送信電力が加算され、
ＰＵＳＣＨ送信およびＰＵＣＣＨ送信のすべてに割り振られた合計送信電力がPcmax,cか
ら減算される。次いで、結果として生じたＰＨＲが、アンカーノードおよびブースタノー
ドまたはセカンダリノードに送信される場合がある。
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【０１１０】
　[00123]図１２は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック１２００において、ＵＥは、ブースタノードまたはセ
カンダリノードについての電力ヘッドルーム報告を準備し、ここで、電力ヘッドルーム報
告は、ブースタノードまたはセカンダリノードに対する１つまたは複数のＰＵＳＣＨ送信
に割り振られた第１の送信電力を引いたＵＥの最大許容送信電力を含む。たとえば、コン
トローラ／プロセッサ２８０は、メモリ２８２内でマルチフロー動作４０２を実行してマ
ルチフロー動作環境を作成し、マルチフロー動作環境内で、動作電力制御モニタ４０３は
、マルチプルなＰＵＳＣＨ送信を説明するＰＨＲを計算する。これらの構成要素および行
為の組合せは、ＣＡのために構成されたＵＥにおいて、アンカーノードおよびブースタノ
ードまたはセカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告を準備するための手段を提
供することができ、ここにおいて、電力ヘッドルーム報告は、１つまたは複数のＰＵＳＣ
Ｈ送信に割り振られた第１の送信電力を引いたその対応するセルのためのＵＥの最大許容
送信電力を含む。
【０１１１】
　[00124]ブロック１２０１において、ＵＥは、アンカーノードとブースタノードまたは
セカンダリノードの両方にＰＨＲを送信する。たとえば、ＵＥ１２０は、送信機４００を
介して、電力制御モニタ４０３によって生成されたＰＨＲを送信することができる。これ
らの構成要素および行為の組合せは、アンカーノードおよびブースタノードまたはセカン
ダリノードに電力ヘッドルーム報告を送信するための手段を提供することができる。
【０１１２】
　[00125]現在の規格の下で、すべてのサービングセルに同じ不連続受信（ＤＲＸ）動作
が適用される。ＰＤＣＣＨの監視のためのアクティブ時間は、すべてのダウンリンクＣＣ
にわたって同一である。既存の手順に対する拡張として、ＳＣｅｌｌのＤＲＸは、ＰＣｅ
ｌｌのＤＲＸとは別であるように構成される場合がある。たとえば、ＳＣｅｌｌのＤＲＸ
は、ＰＣｅｌｌのＤＲＸサブフレームの拡張されたセットであるように構成される場合が
ある。その拡張されたセットは、実装されている本開示の態様に応じて、ＰＣｅｌｌのＤ
ＲＸサブフレームのサブセットまたはスーパーセットであり得る。この構成により、ダウ
ンリンクトラフィックがそれほど重くないときのエネルギーの節約が大きくなる。
【０１１３】
　[00126]図１３は、本開示の一態様を実施するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック１３００において、ＣＡおよびマルチフロー動作のた
めに構成されたＵＥは、複数のセルについてのＤＲＸサブフレームのセットを受信し、こ
こで、ネットワークの１つまたは複数のセカンダリセルについてのセットは、プライマリ
セルのＤＲＸサブフレームのセットとは別に構成される。たとえば、ＵＥ１２０は、受信
機４０１を介して、ＤＲＸサブフレームのセットを受信する。ＤＲＸサブフレームのこの
セットは、ＰＣｅｌｌのＤＲＸのセットの拡張として構成されたＳＣｅｌｌのＤＲＸのセ
ットを含む。これらの構成要素および行為の組合せは、ＣＡのために構成されたＵＥにお
いて、１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームのセカンダリセッ
トのための構成を受信するための手段を提供することができ、ここで、１つまたは複数の
セカンダリセルについてのセカンダリセットは、プライマリセルのＤＲＸサブフレームの
プライマリセットに関係する。
【０１１４】
　[00127]ブロック１３０１において、ＵＥは、ＤＲＸサブフレームの受信されたセット
にしたがって、その無線をチューンアウェイする。たとえば、コントローラ／プロセッサ
２８０は、ＤＲＸサブフレームのセットを使用する調整制御４０７を実行して、コントロ
ーラ／プロセッサ２８０の制御下で、無線調整制御器４０９をいつアクティブ化して、Ｄ
ＲＸ動作のための現在の周波数から受信機４０１をチューンアウェイするかを決定する。
これらの構成要素および行為の組合せは、ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームのセカンダリ
セットにしたがって、ＵＥの１つまたは複数の無線をチューンアウェイするための手段を
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提供することができる。
【０１１５】
　[00128]情報および信号は様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して表
すことができることを、当業者なら理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって
参照される場合があるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、および
チップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、または
それらの任意の組合せによって表される場合がある。
【０１１６】
　[00129]図５～図１３の機能ブロックおよび機能モジュールは、プロセッサ、電子デバ
イス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、
ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備える場合がある。
【０１１７】
　[00130]さらに、本明細書の開示に関して記載された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組合せとして実装される場合があることを、当業者なら諒解され
よう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構
成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、全体的にそれらの機能に関し
て上述されている。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウ
ェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に
依存する。当業者は、記載された機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装することが
できるが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈される
べきではない。
【０１１８】
　[00131]本明細書の開示に関して記載された様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア
構成要素、または本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて、実装または実行される場合がある。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティ
ングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または
任意の他のそのような構成として実装される場合がある。
【０１１９】
　[00132]本明細書の開示に関して記載された方法またはアルゴリズムのステップは、直
接ハードウェアで具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ルで具現化されるか、またはその２つの組合せで具現化される場合がある。ソフトウェア
モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体に存在する場合
がある。例示的な記憶媒体は、その記憶媒体からプロセッサが情報を読み取り、かつその
記憶媒体にプロセッサが情報を書き込むことができるように、プロセッサに連結される。
代替として、記憶媒体はプロセッサと一体化される場合がある。プロセッサおよび記憶媒
体はＡＳＩＣに存在する場合がある。ＡＳＩＣはユーザ端末に存在する場合がある。代替
として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内の個別構成要素として存在する場合
がある。
【０１２０】
　[00133]１つまたは複数の例示的な設計では、記載された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、または任意のそれらの組合せに実装される場合がある。ソフ
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トウェアに実装された場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピ
ュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信される場合
がある。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令またはデータ構造の形態の所
望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得るし、かつ汎用もしく
は専用のコンピュータ、または汎用もしくは専用のプロセッサによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と
適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイ
ストペア、またはデジタル加入者回線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、ま
たは他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイ
ストペア、またはは、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録
商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、
データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【０１２１】
　[00134]本開示の以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作製または使用することが
可能になるように提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の
変形形態に適用される場合がある。したがって、本開示は、本明細書に記載された例およ
び設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致す
る最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　マルチアップリンク対応のユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ＵＥにおいて、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を介して前記ＵＥとマルチ
フロー通信する複数のノード向けの複数のアップリンク制御チャネル送信を準備すること
と、ここで、前記複数のノードは、前記ＵＥと通信するためのプライマリセル（ＰＣｅｌ
ｌ）を有する第１のノードと前記ＵＥと通信するためのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を
有する第２のノードとを備える、ここにおいて、前記複数のアップリンク制御チャネル送
信の各々は、対応するノードに関連付けられた前記複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の前
記複数のノードのうちの前記対応するノードのために構成される、
　前記ＳＣｅｌｌ上で送信電力制御コマンドを受信することと、ここにおいて、前記送信
電力制御は、前記第２のノードからのダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、
　前記送信電力制御コマンドに従って前記第２のノードに前記複数のアップリンク制御チ
ャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記送信電力制御コマンドが、ダウンリンク許可内の前記第２のノードから受信される
、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記マルチフロー通信のためのＲＲＣ構成に従って、前記ＳＣｅｌｌのための電力制御
コマンドとして、前記ダウンリンク許可のビットを解釈することをさらに備える、上記Ｃ
２に記載の方法。
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　　［Ｃ４］
　前記ダウンリンク許可とともに使用されるダウンリンク制御情報のフォーマットに割り
振られたビットに加えて、前記ＵＥとマルチフロー通信する前記ＳＣｅｌｌのための前記
送信電力制御コマンドが、前記ダウンリンク制御情報メッセージに含まれる、上記Ｃ１に
記載の方法。
　　［Ｃ５］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマル
チフローアップリンク送信のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信とを準備することと、
　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥが電力制限されていると決定することと、
　前記複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が、前記１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信にわたる前記電力割振りの適用よりも優先される優先
順位付けに従って、前記ＵＥの前記電力割振りを適用することとを
備える、方法。
　　［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信のうちのアップリンク制御情報を
搬送する送信にわたる前記電力割振りを、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ルのうちのアップリンク制御情報を搬送しない他の送信にわたる前記電力割振りを適用す
ることよりも上の優先順位で適用することによって、前記１つまたは複数のアップリンク
共有チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りの前記適用がさらに優先される、上
記Ｃ５に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記Ｕ
Ｅと通信するプライマリセルに対する送信に最も高い優先順位を割り当てる、上記Ｃ６に
記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記複
数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信、
およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル
送信にわたる前記電力割振りをスケール変更する、上記Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記スケール変更が、
　均一、または
　加重
のうちの１つである、上記Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告することと
、
　１つまたは複数のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する１つまたは複数のコロケ
ートされていないノード向けのマルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うための構
成を受信することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のコロケートされていないノー
ドの各々が、前記１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する、
を備える、方法。
　　［Ｃ１１］
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　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥとマルチフロー通信する複数のコロケートされて
いないノードの各々についての複数のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を生成すること
と、
　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定することと、
　前記複数のコロケートされていないノードの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識別
することと、
　前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおいて
前記セルＩＤにしたがって前記複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けることと
を備える、方法。
　　［Ｃ１２］
　最も高い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数のコロケートされていないノードのう
ちの優先されたセルについて前記複数のＳＲＳのうちの第１のＳＲＳを送信することと、
　前記最も高い優先順位のセルＩＤよりも低い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数の
コロケートされていないノードのうちの残りのノードについて前記複数のＳＲＳのうちの
残りのＳＲＳすべての送信を破棄することと
をさらに備える、上記Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記最も高い優先順位のセルＩＤが、前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝
突が検出された前記複数のコロケートされていないノードの中で最も低いセルＩＤに対応
する、上記Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユーザ
機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノ
ードについての電力ヘッドルーム報告を準備することと、ここにおいて、前記電力ヘッド
ルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた
第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引い
た前記セカンダリノードのための前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　前記セカンダリノードに前記電力ヘッドルーム報告を送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ１５］
　前記セカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告をコンパイルするために前記Ｕ
Ｅを構成する無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信すること
をさらに備える、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ１４に記載の方法
。
　　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノードにおいて、前記複数の
コロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされる
ユーザ機器（ＵＥ）から電力ヘッドルーム報告を受信することと、ここにおいて、前記電
力ヘッドルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り
振られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力
とを引いた前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　前記セカンダリノードにおいて、前記電力ヘッドルーム報告に基づいて前記サービスさ
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れるＵＥとの通信をスケジュールすることと
を備える、方法。
　　［Ｃ１８］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ１７に記載の方法
。
　　［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユーザ
機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードの１つまたは複数のセ
カンダリセルについての不連続受信（ＤＲＸ）サブフレームのセカンダリセットのための
構成を受信することと、ここにおいて、１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲ
Ｘサブフレームの前記セカンダリセットは、前記複数のコロケートされていないノードの
プライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットとは別である、
　前記ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットにしたがって前記ＵＥの
１つまたは複数の無線をチューンアウェイすることと
を備える、方法。
　　［Ｃ２０］
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットとは別のＤＲＸサブフレームの前記セカン
ダリセットが、ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットの拡張である、上記Ｃ１９に
記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットが、
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのサブセット、または
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのスーパーセット
のうちの１つを備える、上記Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を介して前記Ｕ
Ｅとマルチフロー通信する複数のノードについての複数のアップリンク制御チャネル送信
をコンパイルするための手段と、ここにおいて、前記複数のアップリンク制御チャネル送
信の各々は、対応するノードに関連付けられた前記複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の前
記複数のノードのうちの前記対応するノードのために構成される、
　少なくとも１つのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）から送信電力制御コマンドを受信する
ための手段と、ここにおいて、前記送信電力制御は、前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌか
らのダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、
　前記送信電力制御コマンドに従って前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌに前記複数のアッ
プリンク制御チャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信するため
の手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ２３］
　前記送信電力制御コマンドが、前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた複
数の既存ビットのサブセットを再利用する、上記Ｃ２２に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌが、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成メッセージを使
用して前記送信電力制御コマンドを送信するように構成された、上記Ｃ２２に記載の装置
。
　　［Ｃ２５］
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　前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた既存ビットに加えて、前記送信電
力制御コマンドが前記ダウンリンク制御情報メッセージに含まれる、上記Ｃ２２に記載の
装置。
　　［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマル
チフローアップリンク送信のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信とを準備するための手段と、
　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥが電力制限されていると決定するための手段と、
　前記複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が前記１つまたは複数
のアップリンク共有チャネル送信にわたる前記電力割振りの適用よりも優先される優先順
位付けに従って、前記ＵＥの前記電力割振りを適用するための手段とを
備える、装置。
　　［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信のうちのアップリンク制御情報を
搬送する送信にわたる前記電力割振りを、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ルのうちのアップリンク制御情報を搬送しない他の送信にわたる前記電力割振りを適用す
ることよりも上の優先順位で適用することによって、前記１つまたは複数のアップリンク
共有チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りの前記適用がさらに優先される、上
記Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに優先順位を付けるための前記手段が、
前記ＵＥと通信するプライマリセルに対する送信に最も高い優先順位を割り当てる、上記
Ｃ２７に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに優先順位を付けるための前記手段が、
前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル
送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有チ
ャネル送信にわたる前記電力割振りをスケール変更する、上記Ｃ２７に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　スケール変更するための前記手段が、
　均一、または
　加重
のうちの１つである、上記Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告するため
の手段と、
　　１つまたは複数のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する１つまたは複数のコロ
ケートされていないノード向けのマルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うための
構成を受信するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数のコロケートされてい
ないノードの各々が、前記１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する、
を備える、装置。
　　［Ｃ３２］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥとマルチフロー通信する複数のコロケートされて
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いないノードの各々についての複数のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を生成するため
の手段と、
　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定するための手
段と、
　前記複数のコロケートされていないノードの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識別
するための手段と、
　前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおいて
前記セルＩＤにしたがって前記複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けるための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３３］
　最も高い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数のコロケートされていないノードのう
ちの優先されたセルについて前記複数のＳＲＳのうちの第１のＳＲＳを送信するための手
段と、
　前記最も高い優先順位のセルＩＤよりも低い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数の
コロケートされていないノードのうちの残りのノードについて前記複数のＳＲＳのうちの
残りのＳＲＳすべての送信を破棄するための手段と
をさらに備える、上記Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記最も高い優先順位のセルＩＤが、前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝
突が検出された前記複数のコロケートされていないノードの中で最も低いセルＩＤに対応
する、上記Ｃ３３に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユーザ
機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノ
ードについての電力ヘッドルーム報告を準備するための手段と、ここにおいて、前記電力
ヘッドルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振
られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力と
を引いた前記セカンダリノードのための前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　前記セカンダリノードに前記電力ヘッドルーム報告を送信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３６］
　前記セカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告をコンパイルするために前記Ｕ
Ｅを構成する無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するための手段
をさらに備える、上記Ｃ３５に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ３５に記載の装置
。
　　［Ｃ３８］
　ワイヤレス通信の装置であって、
　複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノードにおいて、前記複数の
コロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされる
ユーザ機器（ＵＥ）から電力ヘッドルーム報告を受信するための手段と、ここにおいて、
前記電力ヘッドルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信
に割り振られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送
信電力とを引いた前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　前記セカンダリノードにおいて、前記電力ヘッドルーム報告に基づいて前記サービスさ



(36) JP 6262247 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

れるＵＥとの通信をスケジュールするための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３９］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ３８に記載の装置
。
　　［Ｃ４０］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユーザ
機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードの１つまたは複数のセ
カンダリセルについての不連続受信（ＤＲＸ）サブフレームのセカンダリセットのための
構成を受信するための手段と、ここにおいて、１つまたは複数のセカンダリセルについて
のＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットは、前記複数のコロケートされていないノ
ードのプライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットとは別である、
　前記ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットにしたがって前記ＵＥの
１つまたは複数の無線をチューンアウェイするための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ４１］
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットとは別のＤＲＸサブフレームの前記セカン
ダリセットが、ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットの拡張である、上記Ｃ４０に
記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットが、
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのサブセット、または
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのスーパーセット
のうちの１つを備える、上記Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
ムコードが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を介して前記
ＵＥとマルチフロー通信する複数のノードについての複数のアップリンク制御チャネル送
信をコンパイルすることをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにお
いて、前記複数のアップリンク制御チャネル送信の各々は、対応するノードに関連付けら
れた前記複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の前記複数のノードのうちの前記対応するノー
ドのために構成される、
　　少なくとも１つのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）から送信電力制御コマンドを受信す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記送
信電力制御は、前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌからのダウンリンク制御情報メッセージ
内で受信される、
　　前記送信電力制御コマンドに従って前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌに前記複数のア
ップリンク制御チャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信するこ
とを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４４］
　前記送信電力制御コマンドが、前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた複
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数の既存ビットのサブセットを再利用する、上記Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム
製品。
　　［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌが、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成メッセージを使
用して前記送信電力制御コマンドを送信するように構成された、上記Ｃ４３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４６］
　前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた既存ビットに加えて、前記送信電
力制御コマンドが前記ダウンリンク制御情報メッセージに含まれる、上記Ｃ４３に記載の
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４７］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
ムコードが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）において、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマ
ルチフローアップリンク送信のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは
複数のアップリンク共有チャネル送信とを準備することをコンピュータに行わせるための
プログラムコードと、
　　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥが電力制限されていると決定することを前記コンピュー
タに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が前記１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信にわたる前記電力割振りの適用よりも優先される優先
順位付けに従って、前記ＵＥの前記電力割振りを適用することを前記コンピュータに行わ
せるためのプログラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４８］
　前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信のうちのアップリンク制御情報を
搬送する送信にわたる前記電力割振りを、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ルのうちのアップリンク制御情報を搬送しない他の送信にわたる前記電力割振りを適用す
ることよりも上の優先順位で適用することによって、前記１つまたは複数のアップリンク
共有チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りの前記適用がさらに優先される、上
記Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４９］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記Ｕ
Ｅと通信するプライマリセルに対する送信に最も高い優先順位を割り当てる、上記Ｃ４８
に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５０］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記複
数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信、
およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル
送信にわたる前記電力割振りをスケール変更する、上記Ｃ４８に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
　　［Ｃ５１］
　前記コンピュータにスケール変更させるための前記プログラムコードが、
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　均一、または
　加重
のうちの１つである、上記Ｃ５０に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５２］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
ムコードが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告すること
をコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　１つまたは複数のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する１つまたは複数のコロ
ケートされていないノード向けのマルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うための
構成を受信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
　を含み、ここにおいて、前記１つまたは複数のコロケートされていないノードの各々が
、前記１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５３］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
ムコードが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥとマルチフロー通信する複数のコロケートされ
ていないノードの各々についての複数のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を生成するこ
とをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定することを
前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記複数のコロケートされていないノードの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識
別することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおい
て前記セルＩＤにしたがって前記複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けることを前記コン
ピュータに行わせるためのプログラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５４］
　最も高い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数のコロケートされていないノードのう
ちの優先されたセルについて前記複数のＳＲＳのうちの第１のＳＲＳを送信することを前
記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記最も高い優先順位のセルＩＤよりも低い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数の
コロケートされていないノードのうちの残りのノードについて前記複数のＳＲＳのうちの
残りのＳＲＳすべての送信を破棄することを前記コンピュータに行わせるためのプログラ
ムコードと
をさらに備える、上記Ｃ５３に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５５］
　前記最も高い優先順位のセルＩＤが、前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝
突が検出された前記複数のコロケートされていないノードの中で最も低いセルＩＤに対応
する、上記Ｃ５４に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５６］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
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ムコードが、
　　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユー
ザ機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリ
ノードについての電力ヘッドルーム報告を準備することをコンピュータに行わせるための
プログラムコードと、ここにおいて、前記電力ヘッドルーム報告は、前記セカンダリノー
ドに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電力とアップリンク共有
チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いた前記セカンダリノードのための前
記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　　前記セカンダリノードに前記電力ヘッドルーム報告を送信することを前記コンピュー
タに行わせるためのプログラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５７］
　前記セカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告をコンパイルするために前記Ｕ
Ｅを構成する無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信することを前記コンピュータ
に行わせるためのプログラムコード
をさらに備える、上記Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５８］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ５６に記載のコン
ピュータプログラム製品。
　　［Ｃ５９］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
ムコードが、
　　複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノードにおいて、前記複数
のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされ
るユーザ機器（ＵＥ）から電力ヘッドルーム報告を受信することをコンピュータに行わせ
るためのプログラムコードと、ここにおいて、前記電力ヘッドルーム報告は、前記セカン
ダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られた第１の送信電力とアップリ
ンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引いた前記ＵＥの最大許容送信
電力を含む、
　　前記セカンダリノードにおいて、前記電力ヘッドルーム報告に基づいて前記サービス
されるＵＥとの通信をスケジュールすることを前記コンピュータに行わせるためのプログ
ラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６０］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ５９に記載のコン
ピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６１］
　ワイヤレスネットワーク内のワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　プログラムコードを記録している非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラ
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ムコードが、
　　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユー
ザ機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードの１つまたは複数の
セカンダリセルについての不連続受信（ＤＲＸ）サブフレームのセカンダリセットのため
の構成を受信することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにおい
て、１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセ
ットは、前記複数のコロケートされていないノードのプライマリセルのＤＲＸサブフレー
ムのプライマリセットとは別である、
　　前記ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットにしたがって前記ＵＥ
の１つまたは複数の無線をチューンアウェイすることを前記コンピュータに行わせるため
のプログラムコードと
　を含む、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６２］
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットとは別のＤＲＸサブフレームの前記セカン
ダリセットが、ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットの拡張である、上記Ｃ６１に
記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６３］
　ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットが、
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのサブセット、または
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのスーパーセット
のうちの１つを備える、上記Ｃ６２に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６４］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を介して前記
ＵＥとマルチフロー通信する複数のノードについての複数のアップリンク制御チャネル送
信をコンパイルすることと、ここにおいて、前記複数のアップリンク制御チャネル送信の
各々は、対応するノードに関連付けられた前記複数のＣＣのうちの１つのＣＣ上の前記複
数のノードのうちの前記対応するノードのために構成される、
　　少なくとも１つのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）から送信電力制御コマンドを受信す
ることと、ここにおいて、前記送信電力制御は、前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌからの
ダウンリンク制御情報メッセージ内で受信される、
　　前記送信電力制御コマンドに従って前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌに前記複数のア
ップリンク制御チャネル送信のうちの１つのアップリンク制御チャネル送信を送信するこ
とと
　を行うように構成される、
装置。
　　［Ｃ６５］
　前記送信電力制御コマンドが、前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた複
数の既存ビットのサブセットを再利用する、上記Ｃ６４に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記少なくとも１つのＳＣｅｌｌが、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成メッセージを使
用して前記送信電力制御コマンドを送信するように構成された、上記Ｃ６４に記載の装置
。
　　［Ｃ６７］
　前記ダウンリンク制御情報メッセージに割り振られた既存ビットに加えて、前記送信電
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力制御コマンドが前記ダウンリンク制御情報メッセージに含まれる、上記Ｃ６４に記載の
装置。
　　［Ｃ６８］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）において、２つ以上のコロケートされていないノードに対するマ
ルチフローアップリンク送信のために複数のアップリンク制御チャネル送信と１つまたは
複数のアップリンク共有チャネル送信とを準備することと、
　　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥが電力制限されていると決定することと、
　　前記複数のアップリンク制御信号送信にわたる電力割振りの適用が前記１つまたは複
数のアップリンク共有チャネル送信にわたる前記電力割振りの適用よりも優先される優先
順位付けに従って、前記ＵＥの前記電力割振りを適用することとを
　を行うように構成される、
装置。
　　［Ｃ６９］
　前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信のうちのアップリンク制御情報を
搬送する送信にわたる前記電力割振りを、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ルのうちのアップリンク制御情報を搬送しない他の送信にわたる前記電力割振りを適用す
ることよりも上の優先順位で適用することによって、前記１つまたは複数のアップリンク
共有チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りの前記適用がさらに優先される、上
記Ｃ６８に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７０］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記Ｕ
Ｅと通信するプライマリセルに対する送信に最も高い優先順位を割り当てる、上記Ｃ６９
に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７１］
　前記複数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネ
ル送信、およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有
チャネル送信にわたる前記ＵＥの前記電力割振りに前記優先順位を付けることが、前記複
数のアップリンク制御信号送信、前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送信、
およびアップリンク制御情報を搬送する前記１つまたは複数のアップリンク共有チャネル
送信にわたる前記電力割振りをスケール変更する、上記Ｃ６９に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
　　［Ｃ７２］
　スケール変更する前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成が、
　均一、または
　加重
のうちの１つである、上記Ｃ７１に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７３］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥのマルチプルアップリンク能力を報告すること
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と、
　　１つまたは複数のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）に属する１つまたは複数のコロ
ケートされていないノードについてのマルチフローアップリンク送信を前記ＵＥが行うた
めの構成を受信することと
　を行うように構成される、ここにおいて、前記１つまたは複数のコロケートされていな
いノードの各々が、前記１つまたは複数のＴＡＧのうちの別々のＴＡＧに属する、
装置。
　　［Ｃ７４］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ユーザ機器（ＵＥ）により、前記ＵＥとマルチフロー通信する複数のコロケートされ
ていないノードの各々についての複数のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を生成するこ
とと、
　　前記ＵＥにおいて、前記ＵＥがシングルアップリンク能力を有すると決定することと
、
　　前記複数のコロケートされていないノードの各々についてのセル識別子（ＩＤ）を識
別することと、
　　前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝突が検出されたサブフレームにおい
て前記セルＩＤにしたがって前記複数のＳＲＳの送信に優先順位を付けることと
　を行うように構成される、
装置。
　　［Ｃ７５］
　最も高い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数のコロケートされていないノードのう
ちの優先されたセルについて前記複数のＳＲＳのうちの第１のＳＲＳを送信することと、
　前記最も高い優先順位のセルＩＤよりも低い優先順位のセルＩＤを有する、前記複数の
コロケートされていないノードのうちの残りのノードについて前記複数のＳＲＳのうちの
残りのＳＲＳすべての送信を破棄することと
を行う、前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、上記Ｃ７４に記載の装
置。
　　［Ｃ７６］
　前記最も高い優先順位のセルＩＤが、前記複数のＳＲＳのうちの２つ以上のＳＲＳの衝
突が検出された前記複数のコロケートされていないノードの中で最も低いセルＩＤに対応
する、上記Ｃ７５に記載の装置。
　　［Ｃ７７］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユー
ザ機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリ
ノードについての電力ヘッドルーム報告を準備することと、ここにおいて、前記電力ヘッ
ドルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割り振られ
た第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電力とを引
いた前記セカンダリノードのための前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　　前記セカンダリノードに前記電力ヘッドルーム報告を送信することと
　を行うように構成される、
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装置。
　　［Ｃ７８］
　前記セカンダリノードについての電力ヘッドルーム報告をコンパイルするために前記Ｕ
Ｅを構成する無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する、前記少なくとも１つの
プロセッサの構成をさらに備える、上記Ｃ７７に記載の装置。
　　［Ｃ７９］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ７７に記載の装置
。
　　［Ｃ８０］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　複数のコロケートされていないノードのうちのセカンダリノードにおいて、前記複数
のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたサービスされ
るユーザ機器（ＵＥ）から電力ヘッドルーム報告を受信することと、ここにおいて、前記
電力ヘッドルーム報告は、前記セカンダリノードに対するアップリンク制御信号送信に割
り振られた第１の送信電力とアップリンク共有チャネル送信に割り振られた第２の送信電
力とを引いた前記ＵＥの最大許容送信電力を含む、
　　前記セカンダリノードにおいて、前記電力ヘッドルーム報告に基づいて前記サービス
されるＵＥとの通信をスケジュールすることと
　を行うように構成される、
装置。
　　［Ｃ８１］
　前記第１の送信電力が、シングルコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の１つまたは複数
のアップリンク制御信号送信に割り振られたアップリンク制御信号送信電力を備え、前記
第２の送信電力が、前記シングルＣＣ上の１つまたは複数のアップリンク共有チャネル送
信に割り振られたアップリンク共有チャネル送信電力を備える、上記Ｃ８０に記載の装置
。
　　［Ｃ８２］
　ワイヤレス通信用に構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　複数のコロケートされていないノードとのマルチフロー動作のために構成されたユー
ザ機器（ＵＥ）において、前記複数のコロケートされていないノードの１つまたは複数の
セカンダリセルについての不連続受信（ＤＲＸ）サブフレームのセカンダリセットのため
の構成を受信することと、ここにおいて、１つまたは複数のセカンダリセルについてのＤ
ＲＸサブフレームの前記セカンダリセットは、前記複数のコロケートされていないノード
のプライマリセルのＤＲＸサブフレームのプライマリセットとは別である、
　　前記ＵＥにより、ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットにしたがって前記ＵＥ
の１つまたは複数の無線をチューンアウェイすることと
　を行うように構成される、
装置。
　　［Ｃ８３］
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　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットとは別のＤＲＸサブフレームの前記セカン
ダリセットが、ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットの拡張である、上記Ｃ８２に
記載の装置。
　　［Ｃ８４］
　ＤＲＸサブフレームの前記セカンダリセットが、
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのサブセット、または
　ＤＲＸサブフレームの前記プライマリセットのスーパーセット
のうちの１つを備える、上記Ｃ８３に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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